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研
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紀
要

第
三
二
号

(二
〇
〇
一
年
)

は
じ
め
に

む
ね
た
だ

む
ね
な
り

宇
和
島
津
伊
達
家
は
'
七
代

宗

紀

(藩
主
在
位

一
八
二
四
-
四
四
)

･
八
代

宗

城

(同

一
八
四
四
～
五
八
)
が
幕
末
期
の
中
央
政
局
に

お
い
て
､
幕
閣
や
諸
大
名
と
盛
ん
な
交
流

･
意
見
交
換
を
行
い
'
有
志
大
名
と
し
て
重
要
な
働
き
を
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
｡
特
に
'
宗

(-
)

城
は
'
水
戸
藩
主
徳
川
斉
昭
や
越
前
福
井
辞
主
松
平
慶
永

(春
岳
)
な
ど
と
つ
な
が
り
が
探
-
'
書
翰
の
雀
複
が
多
か
っ
た
?
こ
の
よ
う

な
幕
末
の
宇
和
島
洋
の
動
き
は
､
七
代
藩
主
宗
紀
が
文
政
八
年

(
一
八
二
五
)
か
ら
藩
政
改
革
を
行
い
､
借
財
を
処
分
す
る
と
と
も
に
､

(2
)

殖
産
興
業

･
富
国
政
策
を
実
施
し
て
淳
の
基
礎
を
築
い
た
結
果
､
可
能
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
.

1
万
'
幕
末
に
活
躍
し
た
薩
摩

･

長
州

･
越
前

･
宇
和
島

･
肥
前

･
土
佐
な
ど
の
諸
藩
は
､
み
な
近
世
の
国
持
大
名
の
系
譜
に
属
す
る
も
の
で
あ
-
'
こ
れ
ら
の
諸
藩
の
幕

末
維
新
期
に
お
け
る
活
躍
､
政
治
的
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
は
'
近
世
の
幕
藩
体
制
の
政
治
過
程
の
な
か
で
成
熟

･
発
展
し
て
き
た
も
の
の
必
然

(3
)

的
な
現
れ
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
｡
そ
れ
は
'
国
持
大
名
諸
家
の
留
守
居
役
た
ち
が
､
留
守
居
組
合
の
場
で
幕
府
へ
の
対
応
を
協
議

し
､
集
団
的
な
意
思
形
成
を
行
い
､
幕
命
の
撤
回
を
実
現
す
る
ほ
ど
､
将
軍

(幕
府
)
の
権
力
に
対
し
て
'
充
分
に
対
抗
し
う
る
存
在
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
｡
そ
の
政
治
秩
序
の
延
長
線
上
に
幕
末
維
新
期
の
政
治
過
程
が
あ
る
と
の
孝

且
で
あ
る
O
し
か
し
､
薩
摩
や
長
州

と
い
っ
た
大
藩
と
､
十
万
石
で
あ
り
仙
台
藩
の
分
家
大
名
で
あ
る
宇
和
島
藩
伊
達
家
と
は
､
規
模
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
'
薄
の
体
制
そ
の

も
の
に
違
い
が
あ
る
｡
幕
末
に
活
躍
し
た
国
持
大
名
の
系
譜
に
属
す
る
大
名
の
中
で
'
唯

一
の
分
家
大
名
で
あ
っ
た
宇
和
島
藩
の
特
異
性

を
無
視
し
て
､
そ
の
活
動
の
実
態
を
考
察
す
る
ご
と
は
で
き
な
い
｡

筆
者
は
別
稿
に
お
い
て
､
仙
台
藩
伊
達
本
家
と
の
関
わ
り
の
中
か
ら
､
近
世
前
期
に
本
家
に
依
存
す
る
面
が
強
か
っ
た
宇
和
島
津
伊
達

(4
)

家
が
本
家
か
ら
自
立
し
て
い
-
契
機
と
な
っ
た
寛
延
二
年

(
1
七
四
九
)
｢本
家

･
未
家
論
争
｣
の
様
子
を
考
察
し
た
.
幕
末
に
な
る
と
､



多
く
の
分
家
大
名
が
本
家
の
態
度
に
追
随
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
宇
和
島
藩
は
本
家
で
あ
る
仙
台
藩
と
は
同
族
と
し

(5
)

て
の
つ
き
あ
い
は
持
ち
つ
つ
も
､
正
反
対
の
立
場
を
と
り
'
自
主
的
な
対
応
を
行
っ
た
｡
こ
の
要
因
と
し
て
'
藩
政
改
革
の
成
功
が
大
き

-
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
､
そ
の
1
万
で
､
宇
和
島
洋
伊
達
家
の
家
格
の
高
さ
が
'
こ
の
こ
と
を
可
能
に
し
て
い

た
と
も
い
え
る
｡
実
際
に
､
伊
達
宗
城
と
親
交
の
探
か
っ
た
大
名
を
み
る
と
､
同
じ
殿
席
か
そ
れ
以
上
の
家
格
を
有
す
る
大
名
家
で
あ
っ

(6
)

(-
)

た
｡
そ
の
上
'
江
戸
中
期
以
降
宇
和
島
津
伊
達
家
の
家
格
は
上
昇
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
｡
そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
'
分
家
大
名
で
あ
り

な
が
ら
､
な
ぜ
宇
和
島
藩
伊
達
家
が
幕
末
期
に
大
洋
と
互
角
に
わ
た
り
合
え
る
に
至
っ
た
の
か
､
そ
の
背
景
を
探
る
た
め
､
宇
和
島
津
伊

達
家
の
家
格
が
上
昇
し
て
ゆ
く
近
世
後
期
に
時
代
を
絞
り
'
幕
藩
関
係

･
本
家
分
家
関
係
を
考
察
し
た
い
｡

ま
ず
第

一
章
に
お
い
て
は
､
近
世
を
通
じ
て
の
宇
和
島
藩
伊
達
家
の
家
格
を
概
観
す
る
｡
次
に
'
第
二
串
で
は
'
安
永
六
年

二

七
七

七
)､
江
戸
城
中
に
お
い
て
将
軍
か
ら
言
葉
を
賜
っ
た
際
に
'
直
接
返
答
で
き
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
っ
た
､
い
わ
ゆ
る

｢御
直
話

1

件
｣
を
取
り
上
げ
る
｡

一
般
に

｢国
持
大
名
格
｣
｢准
国
主
｣
と
い
わ
れ
る
宇
和
島
津
伊
達
家
が
'
幕
府
か
ら
ど
の
よ
う
な
対
応
を
受
け

て
い
た
の
か
を
､
官
位
や
殿
席
と
い
っ
た
他
の
格
式
の
面
か
ら
も
検
討
し
､
国
持
大
名
と
の
違
い
や
'
他
の
准
国
主
大
名
と
の
比
較
を
行

(8
)

う
こ
と
に
よ
っ
て
'
宇
和
島
藩
伊
達
家
の
格
式
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
｡

第
三
章
に
お
い
て
は
'
伊
達
家
内
部
の
家
格
問
題
を
考
察
す
る
.
分
家
大
名
の
宇
和
島
洋
に
と
っ
て
'
本
港
関
係
の
中
の
家
格
以
外
に
'

本
家
と
の
関
係
も
重
大
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
｡
こ
こ
で
は
､
仙
台
洋
と
宇
和
島
藩
の
両
伊
達
家
の
家
格
を
整
理
し
た
上
で
､
寛
政
三
年

(
一
七
九

二

両
家
に
起
こ
っ
た

｢中
将

･
少
将
産
着

一
件
｣
を
取
り
上
げ
'
幕
薄
利
の
中
で
の
家
格
の
上
昇
が
､
本
家

･
分
家
関
係
に

(9
)

い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
を
考
察
す
る
｡

近
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一

宇
和
島
藩
伊
達
家
の
家
格

一
二
四

(10
)

(ll
)

宇
和
島
津
伊
達
家
の
表
高
は

一
〇
万
石
で
あ
り
'
当
初
か
ら
国
持
大
名
格

(准
国
主
)
に
含
め
ら
れ
て
い
た
｡
ま
た
'
江
戸
城
内
で
の

(12
)

(13
)

殿
席
は
大
広
間
と
定
め
ら
れ
て
い
た
O
藩
主
の
官
位
は

｢寛
保
三
年
御
定
｣
(
1
七
四
三
)
に
よ
る
と
､
｢固
持
に
差
縛
侯
表
大
名
｣
と
し

た
上
で
'
家
督
の
と
き
に
官
職
の
伴
わ
な
い
た
だ
の
従
四
位
下
で
あ
る

｢四
品
｣
に
任
じ
ら
れ
､
三
十
歳
に
て
侍
従
に
昇
進
す
る
と
さ
れ

(1
)

むね上し

て
い
る
O
(若
年
に
て
家
督
を
継
い
だ
場
合
を
除
く
｡)
た
だ
'
実
際
は
､
三
代

宗

賛

(藩
主
在
位

1
六
九
三
-
1七
二

)
以
降
の
洋
主

(t5
)

は
'
家
督
前
に
初
官
と
し
て
四
品
に
叙
任
さ
れ
て
い
る
｡
さ
ら
に
､
こ
れ
ら
の
規
定
は
､
寛
保
三
年
時
点
で
の
規
定
で
あ
り
'
内
容
を
詳

▲Uらとさ

し
く
分
析
し
て
み
る
と
､
五
代

村

侯

(藩
主
在
位

一
七
三
五
-
九
四
)
以
降
の
藩
主
の
官
位
は
む
し
ろ
国
持
大
名
に
等
し
い
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
｡

ま
ず
'
国
持
大
名
格
と
い
う
格
式
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
｡
国
持
大
名
格
は
准
国
主
と
も
い
わ
れ
'
国
持
大
名

(国
主
)
に
准
じ
る
と

い
う
格
式
で
あ
っ
た
.
固
持
大
名
と
は
'
律
令
制
国
郡
の
1
回

1
円
規
模
な
い
し
､
そ
れ
に
準
じ
る
規
模
で
領
地
を
有
す
る
大
名
で
あ
る
｡

(16
)

ま
た
'
国
持
大
名
は
大
名
制
度
の
基
本
で
あ
り
'
儀
礼
的
'
政
治
的
な
種
々
の
特
権
が
与
え
ら
れ
た

｡

幕
府
は
制
度
上
の
名
称
と
し
て
は
､

こ
れ
を
用
い
て
い
る
が
､
ど
の
家
が
国
持
大
名
で
あ
り
'
ど
の
家
が
国
持
大
名
格
で
あ
る
か
に
つ
い
て
'
そ
の
範
囲
を
特
定
し
て
い
な
い
｡

そ
こ
で
'
笠
谷
和
比
古
氏
は
国
持
大
名
と
は
'
そ
の
大
名
が
持
つ
官
位
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
る
と
定
義
づ
け
て
お
ら
れ
る
｡
国
持
大
名
は

従
四
位
下
侍
従
で
一
定
し
て
お
り
'
老
年
に
及
ん
で
少
将
に
進
む
と
い
う
形
を
示
し
､
国
持
大
名
格
は
'
老
年
に
お
よ
ん
で
侍
従
に
任
官

さ
れ
る
家
格
で
あ
る
と
い
う
｡
加
え
て
､
徳
川
幕
府
は
国
持
大
名
を
特
定
す
る
の
に
､
直
接
的
な
指
名
を
せ
ず
'
外
様
大
名
お
よ
び
越
前

(17
)

於
平
系
大
名
の
中
に
お
い
て
､
従
四
位
下
侍
従
の
官
位
を
付
与
す
る
と
い
う
間
接
的
な
方
法
を
採
っ
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
る
｡

こ
こ
で
宇
和
島
津
伊
達
家
に
つ
い
て
考
え
て
見
よ
う
｡
当
主
の
官
位
は
'
初
代
秀
宗
か
ら
四
代
村
年
ま
で
は
こ
の
規
定
の
と
お
り
､
侍



従
ど
ま
り
で
あ
っ
た
｡
と
こ
ろ
が
､
五
代
村
侯
は
老
年
に
及
び
'
少
将
に
昇
進
し
た
｡
こ
れ
を
前
例
と
L
t
以
後
の
当
主
は
少
将
に
昇
進

(18
)

す
る
の
が
通
例
と
な
っ
て
い
る

｡
こ
の
こ
と
か
ら
み
る
と
､
村
侯
以
降
の
洋
主
の
官
位
は
'
固
持
格
と
い
う
よ
り
も
､
む
し
ろ
国
持
大
名

と
同
じ
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
｡

ま
た
､
国
持
大
名
格
に
は
宇
和
島
津
伊
達
家
の
他
に
'
二
本
松
藩
丹
羽
家

(二
本
松

一
〇
万
石
)
､
柳
河
洋
立
花
家

(柳
川

一
〇
･
九

万
石
)
が
あ
っ
た
｡
こ

れ
ら

の家
は双
方とも'
関
ケ原
戦

後
に領
地
を
没
収
され
た
の

ちに､
再

び
取
り
立
て
ら
れ
た
家
で
あ
り
､
字

へ19)

和
島
洋
伊
達
家
よ
り
も

家
格

が低い
｡
こ
の両

家の官位
は

初官
が
従
五
位
下であり
､
家督

時

に
従
四
位
下

(四
品
)
に
任
じ
ら
れ
'

三
十
年
を
経
て
侍
従
と
な
っ
た

｡先
に
挙
げ
た

｢寛
保
三
年
御
定
｣
に
よ
る
と

､これ
ら
二
家
の
官
位
は
､
宇
和
島
津
伊
達
家
よ
り
も
格

を
落
と
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
'
殿
席
も
宇
和
島
藩
主
は
常
に
大
広
間
で
あ
る
の
に
対
し
'
丹
羽

･
立
花
両
家
は
柳
間
で
'
従
四
位
下
に
な

(加
)

っ
た
後
に
柳
問
か
ら
大
広
間
へ
移
る
と
い
う
格
式
で
あ
っ
た

｡

し
た
が
っ
て
'
幕
府
も
国
持
格
の
な
か
で
は
､
宇
和
島
洋
を
も
っ
と
も
上

位
に
み
な
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
し
か
も
後
述
す
る

｢御
直
請
｣
の
問
題
を
考
え
る
と
'
宇
和
島
津
伊
達
家
は
'
国
持
格
と
い
う
よ

り
も
'
む
し
ろ
国
持
大
名
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る

(第
二
車
参
照
)
｡

官
位
は
'
先
述
し
た
よ
う
に
五
代
藩
主
伊
達
柑
侯
が
宇
和
島
藩
主
と
し
て
初
め
て
少
将
に
昇
進
し
た
｡
そ
の
理
由
は
､
柑
侯
が
普
請
役

(21
)

を
勤
め
た
り
､
藩
政
が
評
価
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
.
近
世
後
期
に
な
る
と
'
そ
の
家
が
登
り
つ
め
る
こ
と
が
で
き
る
虫

高
の
官
位

(極
官
)
を
越
え
た
昇
進
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
｡
た
だ
し
'
官
位
の
秩
序
を
変
化
さ
せ
な
い
た
め
に
､
こ
れ
を

も
っ
て
そ
の
家
の
極
官
と
せ
ず
に
､
そ
の
藩
主

一
人
の
み
の
例
外
と
し
て
､
以
後
の
藩
主
に
は
同
様
の
昇
進
を
行
わ
な
い
こ
と
も
多
か
っ

(2
)

(刀
)

た

｡

と
こ
ろ
が
'
柑
侯
以
後
'
宇
和
島
藩
主
は
'

一
律
に
五
〇
歳
ぐ
ら
い
に
な
る
と
少
将
に
任
じ
ら
れ
る
の
が
常
と
な
っ
た

｡

こ
の
村
侯(別
)

の
少
将
昇
進
に
つ
い
て
'
後
の
文
化
四
年

(
1
八
〇
七
)
､
宇
和
島
津
内
で
編
集
さ
れ
た

r欽
仰
家
詳
し
に
'
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
｡

少
勝
に
御
輯
任
の
節
'
御
家
に
よ
っ
て
は
御
徳
目
御
居
残
に
て
其
旨

台
命
あ
-
L
と
ぞ
'
然
る
に
君
侯
は
前
日
御
連
名
の
御
車
香

近
世
後
期
宇
和
島
藩
伊
達
家
の
家
格
間
窺

(倉
持
)



史
料
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研
究
紀
要

第
三
二
号

(二
〇
〇
1
年
)

御
到
来
に
て
於
御
白
書
院
被
蒙
仰
け
り
､
全
-
御
代
代
少
将
に
任
ぜ
ら
る
ゝ
御
家
の
御
扱
な
り
L
と
ぞ
､

(傍
線

･
読
点
引
用
者
'
以
下
同
)

傍
線
部
を
み
る
と
'
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
宇
和
島
藩
で
は
'
代
々
少
将
に
任
じ
ら
れ
る
こ
と
が
当
然
の
こ
と
と
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
｡

さ
ら
に
'
こ
の
村
侯
の
少
将
昇
進
は
､
本
家
で
あ
る
仙
台
藩
主
と
'
江
戸
城
内
の
殿
席
の
席
次
を
め
ぐ
っ
て
新
た
な
問
題
を
引
き
起
こ

す
こ
と
に
な
っ
た
｡
江
戸
城
中
に
お
い
て
は
､
先
官
を
上
座
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
､
任
官
の
順
に
よ
っ
て
は
'
分
家
で
あ
る

宇
和
島
藩
主
が
仙
台
藩
主
よ
り
も
上
座
に
な
る
可
能
性
が
生
じ
た
た
め
で
あ
る
｡
こ
れ
が
後
述
す
る
寛
政
三
年

二

七
九

一
)
の

｢中
将

少
将
座
着

1
件
｣
で
あ
る
o

±

御
直
請

一
件

〓

)
安
永
六
年

｢御
直
話

一
件
｣

こ
こ
で
い
う

｢御
直
話
｣
と
は
'
大
名
が
江
戸
城
に
お
い
て
'
将̀
軍
へ
参
勤

･
御
暇
な
ど
の
御
礼
を
し
た
際
に
'
将
軍
か
ら
の
上
意
に

(C･q)

対
し
て
'
直
答
を
許
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
｡
か
つ
て
の
御
直
請
は
､
大
広
間
席
の
国
持
大
名
が
そ
の
格
式
を
有
し
て
い
た
が
'
そ
れ
が
一

時
的
に
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
た
め
に
'
安
永
六
年

(
一
七
七
七
)
に
熊
本
藩
主
細
川
家
の
留
守
居
を
中
心
に
そ
の
格
式
を
回
復
す
る
動
き

が
み
ら
れ
た
｡

(26
)

す
な
わ
ち
､
安
永
六
年
四
月
四
日
付
の
留
守
居
廻
状

に

は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
｡



-
党

大
境
間
御
席
御
国
持
様
方
､
前
々
者
御
参
勤
御
暇
其
外
諸
御
砥
事
之
節
'

上
意
有
之
候
待
者
'
御
直
こ
御
受
被
仰
上
侯
虚
､
近

来
自
然
と
其
儀
無
御
座
､
御
老
中
棟
御
取
合
迄
侯
而
'
御
直
之
御
請
者
不
被
仰
様
相
成
侯
へ
此
義
者
畢
蒐

御
先
代
様

(九
代
将

軍
家
重
'
筆
者
註
以
下
同
)
者

有
櫨
院

.

(
ノ
代
将
軍
書
宗
)
と
御
様
子
披
為
達
､
御
前
向
御
中
少

二
和
之
方
御
卜
子
宜
と
の

2

m

.
御

同
席

様

方

御
代
被
為
替
侯
御
方
棟
多
､
己
前
之
御
様
子
得
と
御
存
知
不
被
為
達
御
方
様
茂
被
成

矧
剰
矧
珂
｣
矧
樹
列
叫矧
矧
で
J｣矧
劇
風
樹
小一｣矧
矧
倒
､
然
慮
､
去
年
よ
り
枚
平
陸
奥
守
棟

(伊
達
重
村
)

･
松
平
薩
摩
守
様

(島
津
闇
一

重
豪
)
御
直
御
講
被
仰
上
'
巳
采
と
も
右
之
御
心
得
二
両
被
成
御
座
候
段
御
沙
汰
有
之
た
る
と
相
聞
侯
､
此
義
者
前
候
之
通
､

前
々

ハ
御

1
統
御
直
御
受
被
仰
上
御
格
之
通
､
自
然
と
昔
時
之
趣
こ
相
成
侯
事

こ
御
座
候

へ
者
､
御
直
御
受
之
義
者
右
御
両
家
様
二
相
限

㊨

対
外
之
御
方t
か
山
盟
刊
御
直
御
剣
視
仰
山
蘭
義
者~
萄

耐
雪

柑
矧
倒
'
甚t

凶
御
村
笥

御
劇
固
､
佑
之
尚
又
類
役
中
申

談
'
巳
前
之
御
振
合
旧
記
等
を
も
遂
吟
味
侯
虚
'
御
直
御
受
之
義

こ
付
､
寛
保
三
亥
年
四
月
十
五
日
御
登

城
之
節
'
御
席
江
松
平

左
近
将
監
様

(栓
平
乗
邑
)
御
出
'
松
平
大
炊
頭
株

(池
田
継
政
)

･
松
平
安
芸
守
棟

(浅
野
曹
長
)

･
佐
竹
右
京
大
夫
棟

(佐
竹

義
峯
)
江
被
仰
達
侯
次
第
'
昔
時
内
蔵
頭
株

(池
田
治
政

)
･右
京大夫
様

(佐
竹
義
政

)
御
方
こ
怯
こ
御
昏
留
有
之
'
別
別
紙
之

5

6

通

こ
御
座
候
､
然
レ
ハ
'
弥
以
御

一
統
御
国
持
様
方
御
直

御受被
仰上侯
義
無
疑
義
こ
御
座
候
'
然

ル
戚
'
先
達
而
陸
奥
守
棟
よ
り

御
沙
汰
之
趣
こ
て
ハ
､
御
両
家
様
之
外
者
御
直
御
受
不
被
為
成
と
申
義

こ
相
聞

へ
'
御
銘
々
梯
御
家
格

二
相
懸
侯
義

二
而
､
類
役
中

一
統
申
合
､
銘
々
御
主
人
様
方

へ
右
之
趣
申
上
'
過
日
御
直
こ
被
仰
合
等
も
被
為
有
候
而
､
巳
来
前
々
之
通
御
直
御
受
被
仰
上
快
方

こ
有
御
座
度
段
'
何
も
申
合
侯
事
'

傍
線
部
①
に
よ
る
と
､
将
軍
家
重
の
特
異
な
態
度
に
よ
り
､
書
宗
時
代
の
よ
う
に
大
名
が
直
積
将
軍
へ
返
答
す
る
こ
と
が
な
-
な
-
､
自

然
と
老
中
を
介
す
る
形
式
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
と
し
て
い
る
｡
加
え
て
'
傍
線
部
②
の
よ
う
に
ー
｢御
同
席
様
方
｣
の
大
名
家
で
代
替
り
が

近
世
後
期
宇
和
島
津
伊
達
家
の
家
格
開
祖

(倉
持
)



史
料
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第
三
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号

(二
〇
〇
一
年
)

一
二
八

重
な
り
'
以
前
の
様
子
を
知
ら
な
い
も
の
が
多
く
な
り
､
次
第
に
御
直
請
し
な
い
慣
習
が
定
着
し
て
し
ま
っ
た
｡
そ
の
よ
う
な
状
況
で
あ

っ
た
が
'
昨
年
よ
り
仙
台
藩
主
伊
達
墓
相
と
薩
摩
藩
主
島
津
重
豪
が
御
直
請
を
始
め
'
以
来
'
両
家
に
は
御
直
請
を
す
る
よ
う
に
と
の
御

沙
汰
が
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
｡
し
か
し
､
留
守
居
廻
状
で
は
､
傍
線
部
③
の
よ
う
に
述
べ
､
以
前
は

一
統
が
行
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
の

に
､
伊
達
と
島
津
の
両
家
に
限
定
さ
れ
た
こ
と
と
な
り
､
そ
れ
以
外
の
家
は
御
直
講
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
､
.と
危
機
感
を
募

ら
せ
た
｡
そ
こ
で
'
こ
の
事
態
は
'
｢甚
以
御
相
透
之
義
｣
(傍
線
部
④
)
の
一
大
事
で
あ
る
と
し
て
'
留
守
居
が
寄
り
合
い
､
旧
記
や
以

前
の
状
況
を
吟
味
す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡
そ
の
結
果
'
寛
保
三
年

(
一
七
四
三
)
四
月
十
五
日
に
岡
山
藩
主
池
田
継
政

･
広
島
藩
主
浅
野

曹
長

･
久
保
田
藩
主
佐
竹
義
峯
へ
対
し
て
'
御
直
講
を
許
可
す
る
旨
の
老
中
松
平
乗
邑
の
仰
達
が
旧
記
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
｡

一
'
同
日
五
半
時
御
登

城
､
御
暇
之
御
徳
被
仰
上
於

御
前
毎
々
之
通
御
馬
御
拝
領
被
成
'
且
又
御
席
へ
於
平
左
近
将
監
殿

御
出
'
大
炊
頭

･
松
平
安
芸
守
様

･
佐
竹
右
京
大
夫
様
へ
､
各
棟
之
御
事
に
而
者
無
御
座
'
惣
而

上
意
有
之
節
､
御
講
無
之

御
方
御
座
候
'
此
巳
後
左
様
こ
無
之
様
こ
と
御
侍
達
被
成
侯

こ
の
記
述
を
見
つ
け
だ
し
た
留
守
居
達
は
'
傍
線
部
⑤
の
よ
う
に
､
伊
達

･
島
津
以
外
の
大
広
間
席
の
国
持
大
名
で
も
御
直
話
で
き
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
主
張
し
た
｡
し
か
し
､
家
格
に
関
す
る
至
っ
て
重
要
な
案
件
で
あ
る
か
ら
､
よ
り
慎
重
に
留
守
居
中
が
話
し
合
い
t

か
つ
ま
た
銘
々
の
主
人
へ
も
報
告
し
'
大
名
相
互
の
連
携
の
も
と
で
､
従
来
ど
お
り
直
話
を
行
え
る
よ
う
交
渉
し
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と

と
な
っ
た

(傍
線
部
⑥
)0

さ
ら
に
'
宇
和
島
洋
で
は
､
事
の
経
緯
を
留
守
居
へ
確
認
し
て
み
る
と
'
次
の
よ
う
な
こ
と
が
判
明
し
た
｡

仙
台
藩
主
伊
達
重
村

(陸
奥
守
)
が
昨
年
の
御
暇
の
際
に
'
大
目
付
衆
へ
､
｢上
意
有
之
侯
節
'
直
御
受
申
上
侯
'
是
者
薩
摩
守

･
拙

者
義
者
国
家
之
上
席
こ
も
在
之
侯
故
､
巳
来
と
も
右
之
心
得
と
御
達
被
成
侯
趣
｣
と
話
し
た
こ
と
を
徳
島
藩
主
蜂
須
賀
治
昭

(阿
波
守
)

が
聞
き
'
退
出
後
'
自
家
の
留
守
居
へ
確
認
し
た
｡
こ
れ
を
開
い
た
蜂
須
賀
家
の
留
守
居
は
'
次
の
よ
う
に
申
し
上
げ
た
｡
｢陸
奥
守



様

･
薩
摩
守
様
御
上
席
と
申
義
落
合
不
申
侯
'
前
々
侍
従
こ
被
成
御
座
候
節
者
､
阿
波
守
様
杯
よ
り
御
次
席
之
義
も
在
之
侯
､
御
昇
進
之

上
者
御
両
家
御
上
席
御
座
候
待
者
'
決
而
御
上
席
と
申
義
こ
も
不
相
弁
､
且
御
直
御
講
之
義
御
両
家
二
相
限
候
段
落
合
不
申
慎
二
付
､｣

と
納
得
で
き
な
い
旨
で
あ
っ
た
｡
つ
ま
り
'
仙
台
伊
達

･
薩
摩
島
津
の
両
家
が
蜂
須
賀
家
な
ど
よ
り
も
常
に
上
座
と
い
う
こ
と
は
な
-
､

そ
れ
ぞ
れ
が
昇
進
す
る
前
に
は
'
蜂
須
賀
家
の
次
席
と
な
る
こ
と
も
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
､
将
軍
へ
の
直
話
が
で
き
る
の
は
､
こ
の
二
家

だ
け
で
は
な
い
､
と
判
断
し
た
｡
そ
の
上
で
調
査
し
た
と
こ
ろ
､
前
述
の
旧
記
が
見
つ
か
り
'
同
格
の
大
名
家
へ
相
談
に
及
ん
だ
の
で
あ

っ
た
｡
内
々
に
､
留
守
居
を
老
中
松
平
武
元
の
用
人
へ
通
わ
し
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
'
去
年
松
平
武
元
が
承
知
の
上
で
､
表
向
御
城
に
て

御
直
話
を
し
て
も
構
わ
な
い
旨
を
伊
達
重
村
へ
通
達
し
た
こ
と
も
判
明
し
た
｡

そ
の
上
で
'
細
川
家
が
中
心
と
な
っ
て
老
中
へ
何
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
､
四
月
十

一
日
に
は
'
細
川
家
の
使
者
が
宇
和
島
藩
邸
に

来
邸
し
た
｡
そ
の
使
者
は
'
細
川
重
賢
が
御
直
話
に
つ
い
て
老
中
へ
差
し
出
す
何
事
の
下
書
を
作
成
し
て
持
参
し
た
｡
そ
の
下
書
に
よ
る

と
'
何
事
の
捷
出
者
と
し
て
大
広
間
席
大
名
の

｢御

一
統
｣
と
い
う
文
言
を
文
末
に
書
き
載
せ
た
い
が
'
同
席

一
統
と
言
っ
て
も
'
同
席

中
に
は
家
格
の
異
な
る
徳
川
御
三
家
の
庶
流
な
ど
の
家
々
も
あ
る
｡
そ
の
た
め
､
同
意
す
る
同
格
の
大
名
の
名
前
を
別
紙
に
添
え
て
､
差

し
出
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
｡
宇
和
島
藩
の
留
守
居
矢
島
万
野
右
衛
門
は
､
同
意
の
趣
を
返
答
し
た
｡

以
上
の
経
過
を
経
て
'
細
川
重
賢
は
四
月
十
三
日
に
以
前
の
よ
う
に
御
講
を
さ
せ
て
欲
し
い
と
の
何
番
を
用
番
老
中
の
松
平
康
福
へ
差

し
出
し
た
｡
何
昔
は
無
事
受
け
取
ら
れ
た
.
.た
だ
し
'
同
意
す
る
大
名
の
名
前
書
も
添
え
て
､
差
し
出
す
予
定
で
あ
っ
た
が
'
名
前
昔
の

提
出
は
不
要
と
さ
れ
,
差
し
出
さ
れ
な
か
っ
毎

〉
最
終
的
に
提
出
さ
れ
た
何
番
は
次
の
も
の
で
あ
っ
た
｡

参
勤
御
暇
之
御
砥
其
外
諸
御
砥
事
之
節
'
蒙

上
意
侯
待
者
'
御
請
中
上
侯
虚
'
近
年
者
御
講
不
申
上
振
こ
侯
､
以
前
ハ
御
受
不

中
上
候
而
者
如
何
之
御
衣
二
付
､
上
意
之
節
御
請
不
中
上
面
々
も
在
之
､
左
様
二
者
有
之
間
敷
革
こ
峡
間
'
巳
来
相
腰
之
御
請
中
上

(マ
マ)

候
様
二
者
枚
平
左
近
将
監
殿
御
口
達
有
之
候
義
こ
御
座
候
処
､
昔
時
之
趣
に
相
成
来
侯
､
然
ル
虞
､
重
キ
蒙

上
意
御
請
不
中
上
侯

近
世
後
期
宇
和
島
藩
伊
達
家
の
家
格
問
題

(倉
持
)

二
一九



史
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〇
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年
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一
三
〇

両
者
'
都
而
恐
入
侯
儀
と
同
席
共
奉
存
侯
義
こ
御
座
候
､
佑
之
己
前
之
通
'
御
受
申
上
侯
様
仕
度
奉
存
侯
'
此
段
私
よ
り
御
内
意
奉

伺
侯
'
巳
上
四
月
十
三
日

細
川
越
中
守

(重
賢
)

傍
線
部
よ
-
'
重
い
上
意
を
賜
っ
た
時
に
御
話
し
な
い
の
は
恐
れ
入
っ
た
こ
と
で
あ
る
と
の
理
由
を
付
け
て
､
御
直
請
の
回
復
を
願
い
出

て
い
る
様
子
が
わ
か
る
｡
こ
の
伺
書
を
捷
出
し
た
後
'
翌
十
四
日
細
川
重
賢
よ
り
の
使
者
が
宇
和
島
藩
邸
に
来
て
､
老
中
か
ら
の
返
答
を

伝
え
た
｡
老
中
は
､
付
け
札
に
て

｢先
年
相
違
侯
通
可
被
心
得
侯
｣
と
'
旧
記
ど
お
り
に
御
直
講
を
認
め
た
｡
さ
ら
に
'
何
書
を
提
出
し

た
細
川
家
の
他
に
そ
の
許
可
を
通
達
す
べ
き
大
名
家
を
列
記
し
た

r御
名
前
書
｣
が
渡
さ
れ
た
｡
各
大
名
家
へ
は
､
老
中
か
ら
渡
さ
れ
た

付
け
札
の
写

1
通
と

r御
名
前
書
｣
が
回
達
さ
れ
た
｡
こ
の

r御
名
前
書
｣
は
､
幕
府
が
ど
の
大
名
家
を
同
格
と
考
え
て
い
た
か
を
示
す

も
の
と
し
て
､
興
味
深
い
.
そ
の

r御
名
前
書
J
に
列
記
さ
れ
た
大
名
家
は
全
部
で
十
五
家
で
､
そ
こ
に
伺
書
を
代
表
し
て
提
出
し
た
細

川
家
を
加
え
た
十
六
家
が
'
今
回
の
伺
書
に
よ
っ
て
御
直
請
を
許
可
さ
れ
た
大
名
家
で
あ
る
｡
そ
の
十
六
家
を
細
川
家
以
下
､
｢御
名
前

至

の
順
番
通
り
に
記
し
た
も
の
が
､
【表
l
】
で
あ
毎

こ
の
順
番
は

【表
l
】
に
あ
る
よ
う
に
,
当
主
の
官
位
お
よ
び
そ
の
任
官
順
でB曜
E

あ
る
｡
こ
れ
に
依
っ
て
以
前
の
と
お
り

｢重
キ
蒙

上
意
｣
の
と
き
は
大
広
間
席
の
国
持
大
名
は
御
直
請
が
で
き
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た

｡

次
に
'
伺
書
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
た
後
の
御
直
請
の
様
子
を
示
し
て
み
よ
う
｡
同
年
四
月
十
六
日
'
蜂
須
賀
治
昭
が
参
勤
の
御
礼
を
申

し
上
げ
た
と
こ
ろ
'
老
中
の
取
り
合
い
が
入
ら
な
い
御
直
請
で
あ
っ
た
｡
そ
の
様
子
は
留
守
居
廻
状
に
よ
り
各
家
に
伝
え
ら
れ
た
｡
蜂
須

賀
治
昭
は
'
御
直
講
申
し
上
げ
た
時
､
老
中
於
平
康
福

(周
防
守
)
の
方
へ
返
答
す
る
べ
き
か
'
老
中
の
取
り
合
い
が
あ
る
の
か
､
松
平

康
福
へ
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
'
御
直
話
の
際
は
老
中
の
取
り
合
い
は
な
い
と
聞
き
'
-御
直
請
は
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
｡

御
敷
居
内
こ
着
座
千
時
周
防
守
殿

参
府
こ
付

上
便
被
下
置
難
有
奉
存
旨
御
取
合
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【表
1
】
安
永
6
年
(1
7
7
7
)
に
御
直
話
を
許
可
さ
れ
た
大
名
家
(F
御
名
前
書
』
の
順
番
)
(安
永
6
年
当
時
)

名
前

大
名
家

当
主

少
将
昇
進
年

･
侍

従
叙
任
年

1
細
川
越
中
守

細
川

細
川
重
賢
明
和
6
年
(1
76
9)

延
字
4
年
(1
74
7)

2
有
馬
中
務
大
輔

有
馬

有
馬
頼
僅
安
永
1
年
(1
7 7
2
)

享
保
17
年
(1
73
2)

3
松
平
大
勝
大
夫

毛
利

毛
利
重
就
安
永
2
年
(1
7

7
3
)
(1
2
/
16
)
宝
暦
1
年
(1
75
1)

4
松
平
相
模
守
池
田
(鳥
取
)
池
田
重
寛
安

永
2
年
(1
7
7
3
)
(1
2
/
16
)
宝
暦
9
年
(1
75
9)

5
伊
達
遠
江
守
伊
達
(宇
和
島
)
伊
達
村
侯

-
宝
暦
2

年
(1
75
2)

6
宗
対
馬
守

宗
宗
義
暢

-
宝
暦

12
年
(1
76
2)

7
佐
竹
右
京
大
夫

佐
竹

佐
竹
義
政

-
宝
暦
13

年
(1
76
3
)

8
松
平
内
蔵
頭
池
田
(岡
山
)
池
田
治
政

-
明

和
1
年
(1
7
6
4
)
(9
/
l
l)

9
松
平
安
芸
守

浅
野

浅
野
重
鼠

-
明
和

1
年
(1
76
4
)
(閏
12
′
18
)

10
松
平
出
羽
守
松
平
(松
江
)
松
平
治
郷

-
明
和
1
年
(1
76
4)
(閏
12
/

2
1
)

l
l
松
平
筑
前
守

黒
田

黒
田
治
之

-
明

和
3
年
(1
76
6)

12
上
杉
弾
正
大
弱

上
杉

上
杉
治

憲
-

明
和
4
年
(1
76
7)

13
松
平
土
佐
守

山
内

山
内
豊
薙

-
明
和
5
年
(1
76
8
)

14
松
平
肥
前
守

鍋
島

鍋
島
治
茂

-
明
和
8
年
(1
77
1)

15
松
平
阿
波
守

蜂
須
賀
蜂
須
賀
治
昭

-
安
永
1
年
( 1
7
7
2
)
(1
2
/
18
)

16
藤
堂
和
泉
守

藤
堂

藤
堂
高
疑

-

安
永
1
年
(1
7
7
2
)
(1
2
/
18
)

(註
)
･
r寛
政
重
修
諸
家
譜
J
(綴
群
書
類
従
刊
行
会

)
の
各
大
名
家
の
項
を
も
と
に
筆
者
が
作
成
し
た
｡

･
松
江
藩
校
平
家
は
r徳
川
諸
家
系
譜
]
第
四
巻
(続
群
書
類
従
完
成
会
)
を
利
用

し
た
｡

･
向
春
提
出
者
で
r御
名
前
古
J
の
回
髭
を
担
当
し
た
細
川
越
中
守
は
r御
名
前
昏
J
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
｡



史
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上
便
有
之

御
懇
之
蒙

上
意
難
有
旨
御
直
こ
御
請
申
上
退
去

宇
和
島
津
伊
達
家
に
お
い
て
も
､
四
月
十
九
日
､
村
候
が
御
暇
の
御
礼
の
た
め
登
城
し
た
｡
御
礼
を
始
め
よ
う
と
'
持
前
の
席
へ
出
座
す

る
と
､
｢御
敷
居
之
内
江
御
進
被
成
侯
｣
､
と
の
老
中
の
取
合
が
あ
っ
た
上
で
'
｢競
こ
休
息
｣
と
の
上
意
が
あ
っ
た
O
さ
ら
に
､
御
老
中

の
取
合
が
あ
っ
た
上
で
､
｢重
々
難
有
仕
合
｣
と
御
請
を
直
接
仰
せ
上
げ
て
､
退
座
し
た
o
こ
の
と
き
老
中
の
取
合
は
無
か
っ
た
と
い
う
0

御
直
話
の
復
活
の
一
件
は
概
ね
以
上
で
あ
る
｡

(二
)

御
直
請
を
許
可
さ
れ
た
大
名
家

さ
て
､

御
直
話
を
許
可
さ
れ
た
大
名
家
に
つ
い
て
分
析
し
て
み
た
い
｡
御
直
請
を
許
可
さ
れ
た
の
は
'
【表
1
】
に
挙
げ
た
十
六
家
で

あ
る
O
但
し
､
こ
こ
に
挙
が
っ
て
い
な
い
国
持
大
名
家
も
御
直
請
を
許
可
さ
れ
て
い
る
大
名
家
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
.
大
広
間
席

で
な
-

一
段
上
の
大
廊
下
席
に
伺
候
し
､
直
請
も
当
然
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
加
賀
藩
前
田
家
'
当
時
御
三
卿

1
橋
虜
か
ら
養
子
が

入
っ
て
い
た
越
前
福
井
藩
校
平
家
も
大
廊
下
席
と
な
っ
て
お
り
､
別
格
と
し
て
今
回
は
除
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
｡
安
永
六
年

二

七
七

七
)
の
一
件
の
前
に
､
既
に
直
話
の
権
利
を
確
認
し
て
い
た
仙
台
藩
伊
達
家
､
薩
摩
蒋
島
津
家
も
名
前
が
な
い
｡

そ
こ
で
､
ま
ず
'
安
永
六
年
の
御
直
話

一
件
の
際
に
､
｢御
名
前
書
｣
に
よ
っ
て
､
御
直
請
を
許
可
さ
れ
た
十
六
家
に
つ
い
て
､
考
察

し
て
み
よ
う
｡

十
六
家
の
大
名
家
の
1
件
当
時
の
当
主
を
示
し
た
も
の
が
､
【表
2
】
で
あ
る
｡
幕
府
は
何
を
基
準
に
直
請
の
許
可
を
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
こ
こ
で
は
､
国
持
大
名

･
国
持
大
名
格
の
格
式
､
･官
位
'
殿
席
の
点
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
｡

最
初
に
'
国
持
大
名

･
国
持
大
名
格
に
つ
い
て
だ
が
'
こ
れ
ら
の
大
名
は
宇
和
島
藩
伊
達
家
を
除
い
て
'
す
べ
て
国
持
大
名
と
称
さ
れ

た
家
で
あ
る
｡
国
持
格
の
三
家
か
ら
名
前
が
上
が
っ
て
い
る
の
は
宇
和
島
津
伊
達
家
だ
け
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
､
国
拝
か
国
持
格
か
､
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【表
2
】
安
永
6
年
(1
7
7
7
)
に
御
直
話
を
許
可
さ
れ
た
大
名
家
(石
舌
順
)
(安
永
6
年
当
時
)

大
名
家

城
地
格
式
表
高
(万
石
)
当
主
橿
官
当
時
の
官
位
当
時
の
皮
膚

偏
..一
考

細
川
肥
後
熊
本
国
持
54

細
川
重

賢
少
将
少
将
大
広
間

黒
田
筑
前
福
岡
国
持
47
3
黒
田
治
之

少
将
侍
従
大
広
間
少
将
昇
進
は
先
代
継
高
の
み
o

浅
野
安

芸
広
島
国
持
42
.7
浅
野
重
民
少
将
侍
従
大
広
間

毛
利
長
門
萩
固
持
36
.9
毛
利
重
就
少
将
少
将
-
大
広
間
近
世
初
期
を
除
き

､
重
就
が
初
の
少
将
昇
進
o

鍋
島
肥
前
佐
賀
固
持
35
.7

鍋
島
治
茂
侍
従
侍
従
大
広
間

藤
堂
伊
勢
津

国
持
32
.4
藤
堂
高
疑
少
将
侍
従
大
広
間

池
EE
因
幡
鳥
取
国
持
32

池
田
重
寛
少
将
少
将
大
広
間

池
田
備
前
岡
山
国
持
3
1.
5
池
田
治
政
少

将
侍
従
大
広
間

蜂
須
賀
阿
波
徳
島
国
持
25
.7
蜂
須
賀
治
昭

侍
従
侍
従
大
広
間

山
内
土
佐
高
知
国
持
24

ー8
山
内
豊
宛
侍
従
侍
従
大
広
間

有
馬
筑
後
久
留
米
国
持
2
1
有
馬
頼
撞
少
将
少
将
大
広
間
頼
桂
が
初
の

少
将
昇
進
○

佐
竹
出
羽
久
保
田
国
持
20
.6
佐
竹
義
敦
少
将
侍
従
大
広
間

松
平
(越
前
松
平
)
出
雲
松
江
国
持
18
.6
栓
平
治
郷
少
将
侍
従
大
広
間

上
杉
陸
奥
米
沢
固
持
15
上
杉
治
患
侍
従
侍
従
大
広
間

宗
対
馬
府
中
国
持
10
(格
)
宗
義
暢
侍
従
侍
従
大
広
間
国
持
大
名
に
含
め
な
い
場
合
も
あ
る
o

伊
達
伊
予
宇
和
島
固
持
格
10
伊
達

村
侯
.■
侍
従
侍
従
大
広
間
天
明
6
年
p
(1
78
6)
少
将
昇
進
o
以
後
極
官
少
将
O

【参
考
】
安
永
6
年
に
直
講
を
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
国
持
大
名
格
の
こ
家

立
花
筑
後
柳
河
国
持
格
10
.9
立
花
鑑
通
侍
従
四
品
促
四
位
下
)
大
広
間
初
め
は
柳
間
席
､
従
四
位
下
に
昇

進
と
同
時
に
大
広

間
軌
立
花
鑑
通
は
安
永
6
年
12
月
1叩
侍
従
昇
進
O

丹
羽
陸
奥
二
本
松
国
持
格
10
.1
丹
羽
長
貴
侍
従
四
品
(従
四
位
下
)
大
広
間
初
め



史
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二
二
四

と
い
う
基
準
は
御
直
講
の
基
準
で
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
｡
で
は
'
官
位
は
ど
う
で
あ
ろ
う
｡
ま
ず
､
当
主
の
官
位
が
侍
従
以
上
で
あ

り
､
侍
従
と
い
う
官
位
が
重
要
な
夢
素
に
な
っ
て
い
た
と
言
え
る
｡
そ
の
家
の
極
官
で
は
､
侍
従
で
も
選
ば
れ
て
い
な
い
家
が
あ
り
､
極

官
に
は
左
右
さ
れ
て
い
な
い
｡
そ
れ
で
は
､
初
官
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
｡
初
官
は
大
名
家
の
家
格
を
最
も
反
映
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

(a
)

(3
)

る

｡

固
持
大
名
嫡
子
の
初
任
官
位
は
四
品

(従
四
位
下
)
も
し
-
は
'
従
四
位
下
侍
従
で
あ
-
､
唯

一
国
持
格
で
直
請
が
許
さ
れ
た
宇
和

島
津
伊
達
家
も
四
品
で
あ
る
｡
つ
ま
り
､
こ
の
十
六
家
の
大
名.家
は
い
ず
れ
も
嫡
子
の
初
官
が
四
品

(従
四
位
下
)
以
上
の
大
名
家
で
あ

り
､
家
格
に
お
け
る
初
官
の
重
要
性
と
も
符
号
す
る
｡

つ
ぎ
に
'
殿
席
で
あ
る
が
'
大
広
間
席
に
伺
候
す
る
大
名
家
で
あ
っ
て
も
'
当
初
従
五
位
下

･
柳
間
席
で
あ
っ
て
'
従
四
位
下
に
昇
進

し
た
と
同
時
に
大
広
間
席
と
な
る
立
花

･
丹
羽

･
南
部
な
ど
の
家
に
は
許
可
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
､
単
に
大
広
間
席
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
｡
し
た
が
っ
て
､
常
に
大
広
間
席
に
伺
候
す
る
大
名
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
こ
れ
は
'
初
官
が
四
品

(従
四
位
下
)
で
あ
る
こ

と
と
も

一
致
す
る
｡
大
広
間
席
に
は
御
三
家
庶
流
の
大
名
も
伺
候
す
る
が
'
そ
れ
ら
の
大
名
は
'
こ
こ
で
は
除
か
れ
て
い
る
の
で
､
結
論

と
し
て
､
安
永
六
年
に
御
直
請
を
許
可
さ
れ
た
大
名
家
は
'
国
持

･
国
持
格
の
大
名
の
な
か
で
､
初
官
が
四
品

(従
四
位
下
)
以
上
で
あ

り
バ
し
た
が
っ
て
常
に
大
広
間
を
殿
席
と
す
る
大
名
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡
で
は
､
そ
こ
か
ら
漏
れ
て
い
る
'
国
持
格
の
二
家
の
御
直
請

は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
そ
の
こ
と
を
考
え
る
た
め
に
､
丹
羽
家
が
直
請
を
願
い
出
る
一
件
を
あ
わ
せ
て
勘
案
し
て
み
よ
う
｡

(≡
)
国
持
大
名
格
の
差

右
の
考
察
の
結
果
'
国
持
格
の
な
か
で
は
､
唯

一
宇
和
島
津
伊
達
家
の
み
御
直
講
を
許
可
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
こ
れ
は
､
宇

和
島
藩
伊
達
家
が
国
持
格
で
あ
っ
て
も
'
む
し
ろ
国
拝
に
等
し
い
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
､
裏
を
返
せ
ば
､
幕
府
側
が
宇
和

島
津
伊
達
家
を
よ
り
重
-
見
て
い
た
証
左
と
い
え
よ
う
｡
そ
こ
で
､
安
永
六
年

二

七
七
七
)
に
御
直
請
を
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
固
持
格



の
大
名
家
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
｡

国
持
格
は
宇
和
島
伊
達
の
外
に
､
柳
河
立
花

･
二
本
松
丹
羽
の
二
家
が
あ
っ
た
｡
立
花

･
丹
羽
は
国
持
格
で
あ
る
が
､
伺
昏
提
出
の
際

に

一
統
に
加
え
ら
れ
て
お
ら
ず
'
御
直
請
も
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
｡
次
に
'
参
考
ま
で
に
'
丹
羽
家
の
直
講
が
問
題
と
な
っ
た
文
政
十
二

午

(
一
八
二
九
)
の
四
品
に
お
け
る
御
直
請

一
件
を
考
察
し
て
み
た
い
｡

宇
和
島
藩
伊
達
家
は
'
常
に
大
広
間
席
で
あ

っ
た
た
め
に
'
(二
)
で
み
た
よ
う
に
幕
府
か
ら
御
直
話
を
許
可
さ
れ
た
家
で
あ

っ
た
｡

(32
)

そ
れ
ゆ
え
'
官
位
が
四
品
の
時
に
御
直
話
を
し
て
も
老
中
な
ど
か
ら
差
し
止
め
ら
れ
る
事
は
な
か
っ
た
｡
し
か
し
､
丹
羽
家
で
は
､
文
政

十
二
年

(
一
八
二
九
)
四
月
十
八
日
御
暇
御
礼
の
際
に
'
丹
羽
長
官
が
四
品
に
て
御
直
請
を
し
よ
う
と
し
た
が
､
老
中
大
久
保
息
真
に
よ

(刀
)

っ
て
差
し
止
め
ら
れ
る
と
い
う

一
件
が
お
こ
っ
た

｡

そ
の
前
々
年
､
文
政
十
年

二

八
二
七
)
に
福
岡
藩
黒
田
家
の
嫡
男
で
あ
る
黒
田
美

濃
守
斉
薄
が
'
御
暇
の
際
に

｢先
格
｣
に
よ
り
四
品
の
官
位
で
御
直
請
を
行
っ
た
こ
と
を
知
り
､
丹
羽
家
で
は
こ
の
例
を
見
て
翌
々
年
自

ら
四
品
の
当
主
で
あ
っ
て
も
御
直
請
す
る
こ
と
を
希
望
し
た
の
で
あ
っ
た
が
､
差
し
止
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
｡
こ
こ
で
浮
き
彫

り
に
さ
れ
た
の
は
､
ま
さ
に
御
直
請
は
当
人
に
与
え
ら
れ
た
格
式
で
は
な
く
､
家
に
与
え
ら
れ
た
格
式
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
｡
つ
ま
り
､

安
永
六
年

二

七
七
七
)
の

r御
名
前
書
｣
に
黒
田
家
は
名
前
が
あ
り
'
丹
羽
家
は
な
か
っ
た
｡
し
た
が
っ
て
､
黒
田
家
は
嫡
男
が
四
品

で
あ
っ
て
も
御
直
請
が
可
能
で
あ
っ
た
が
､
丹
羽
は
当
主
で
あ

っ
て
も
差
し
止
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
｡
丹
羽
家
の
御
直
請
に
関

し
て
は
､
前
年
の
文
政
十

一
年

(
一
八

一
四
)
年
か
ら
問
題
と
な
っ
て
お
り
､
大
広
間
席
大
名
の
中
で
も
'
意
見
が
分
か
れ
た
｡
こ
こ
で

(34
)

は
'
そ
の
意
見
を
見
て
み
よ
う
｡
ま
ず
'
筑
後
久
留
米
藩
主
有
馬
頼
徳
の
存
念
を
あ
げ
る

｡

(マ
マ)

(前
略
)
有
馬
存
慮
者
内
心
之
虚
者
四
品
御
直
請
中
上
侯
虚
可
然
事
な
か
ら
'
固
持
之
四
品
等
者
格
別
'

順
国

主
等
者
､
四
品
二
両

御
直
講

不中上
固
持
傾
国
与
差
別
有
之
方
可
然
内
存
与
被
察
侯
事
､
(以
下
略
)

と
あ
り
､
国
符
と
准
国
主
に
区
別
を
設
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡
有
馬
は
固
持
で
あ
る
の
で
､
准
国
主
を
低
-
定
め
よ
う
と
す
る
の

近
世
後
期
宇
和
島
井
伊
達
家
の
家
格
問
題

(倉
持
)

二
二
五



史
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(35
)

は
当
然
で
も
あ
る
｡
た
だ
'
.同
じ
国
持
大
名
の
話
し
合
い
の
結
論
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
｡

(マ
マ)

(前
略
)
差
別
を
自
分
二
両
付
侯
義
は
不
宜
､
上
御
取
扱
振
者
大
鹿
間
四
品
固
持
傾
国
之
御
差
別
無
之
'
同
様
御
暇
御
手
樽
等
之
節

御
取
扱
も
有
之
義
こ
付
'
私
こ
而
差
別
御
直
請
杯
之
虚
二
相
付
侯
者
不
宜
同
様
御
直
請
申
上
可
然
存
慮
こ
て
'
此
度
丹
羽
茂
先
同
様

御
直
請
中
上
侯
而
可
然
方
こ
内
決
之
事

(以
下
略
)

と
あ
り
､
こ
れ
を
述
べ
た
安
芸
広
島
藩
主
浅
野
斉
賢
は
国
主
と
准
国
主
に
区
別
を
付
け
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
い
る
｡
ま
た
､
浅
野
は

(36
)

さ
ら
に
こ
う
も
述
べ
て
い
る

｡

(前
略
)
公
過
二
而
夫
々
御
差
別
も
有
之
供
養
'
国
主
者
侍
従
も
早
く
'
准
国
主
者
遅
く
'
被

仰
付
侯
間
'
侍
従
被

仰
付
侯

得
者
､
国
主
之
通
之
訳
こ
而
四
品
も
右
二
準
し
､
固
持
嫡
子
四
品
者
准
国
主
四
品
与

公
透
こ
両
者
御
差
別
無
之
義
こ
付
､
以
来
者

其
心
得
こ
而
可
然
由
､
(以
下
略
)

し
た
が
っ
て
'
侍
従
に
な
れ
ば
､
国
主
と
准
国
主
が
同
格
で
あ
り
､
四
品
も
そ
れ
に
準
じ
る
と
の
考
え
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
｡
し
か
し
'

丹
波
の
御
直
講
は
差
し
止
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
｡

(
37
)

そ
れ
に
関
し
て
､
有
馬
頼
徳
は
次
の
よ
う
な
意
見
も
述
べ
て
い
る

｡

(前
略
)
安
永
皮
老
中
松
平
周
防
守
よ
り
相
渡
侯
名
前
ハ
､
官
位
之
義
者
無
之
御
直
話
申
上
侯
名
前
こ
而
有
之
侯
間
'
右
之
面
々
者

官
位
之
無
差
別
御
直
講
中
上
候
而
不
苦
儀
与
被
存
侯
'
且
名
前
無
之
者
こ
而
茂
侍
従
被

仰
付
侯
得
者
御
直
請
中
上
侯
間
'
自
然

前
段
之
趣
意
二
相
普
り
可
申
哉
与
被
存
侯

(以
下
略
)

こ
の
よ
う
に
t
.安
永
六
年

(
1
七
七
七
)
の

r御
名
前
書
l
に
記
載
さ
れ
た
大
名
家
は
官
位
に
関
わ
ら
ず
'
御
直
講
を
許
さ
れ
る
と
捉
え

る
大
名
も
存
在
し
た
の
で
あ
る
｡
事
実
'
老
中
が
丹
羽
の
御
直
話
を
差
し
止
め
た
こ
と
も
こ
の
考
え
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
｡
丹
羽
家
な
ど

の

『御
名
前
書
｣
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
大
名
家
も
侍
従
に
な
る
と
御
直
話
を
許
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
､
安
永
六
年
の

｢御
名
前
書
』



に
記
載
さ
れ
た
宇
和
島
洋
伊
達
家
と
の
差
は
歴
然
と
,)
て
い
る
｡
つ
ま
り
安
永
六
年
の
御
直
請

1
件
は
そ
の
後
の
格
式
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
た
の
で
あ
る
｡

家
格
の
持
つ
権
威
の
源
で
あ
る
将
軍
の
上
意
に
対
し
て
直
接
返
答
す
る
こ
と
は
､
家
格
が
最
も
目
に
見
え
る
形
で
表
現
さ
れ
る
江
戸
城

U鋭
E

中
に
お
い
て

'

な
に
よ
り
も
大
名
の
格
式
を
権
威
づ
け
た
で
あ
ろ
う
｡
そ
の
御
直
請
は
'
殿
席
や
官
位
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
た
総
合
的
な

家
格
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
た
O
国
持
大
名
は
み
な
御
直
講
を
許
さ
れ
て
い
た
が
､
国
持
大
名
格
の
大
名
は
安
永
六
年

(
1
七
七
七
)

に
は
宇
和
島
津
伊
達
家
し
か
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
｡
こ
の
分
岐
点
こ
そ
が
'
大
名
家
の
格
式
の
分
岐
点
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
｡
そ
れ
は
'
当
主
嫡
子
の
初
官
が
従
四
位
下

(四
品
)
以
上
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
｡
准
国
拝
は

｢寛
保
三
年
御
定
｣
(
一
七
四
三
)

に
よ
る
と
､
家
督
の
と
き
四
品
と
な
り
'
三
十
年
を
経
､
侍
従
に
昇
進
す
る
｡
但
し
､
伊
予
宇
和
島
の
伊
達
大
勝
大
夫
家

(村
侯
､
十
万

(Pn

石
以
上
格
)
は
､
初
代
秀
宗
以
来
の
例
に
よ
り
､
三
十
歳
に
て
侍
従
に
昇
進
す
る
､
と
い
う
こ
と
で
あ
る

｡

宇
和
島
津
伊
達
家
の
初
官
が

四
品
で
あ
る
の
に
比
べ
､
丹
羽

･
立
花
は
諸
大
夫

(従
五
位
下
)
で
あ
る
｡
つ
ま
り
､
立
花

･
丹
羽
の
両
家
と
宇
和
島
伊
達
と
の
違
い
は
､

初
官
と
侍
従
に
な
る
時
期
で
あ
る
｡
な
ぜ
､
宇
和
島
洋
伊
達
家
が
早
く
侍
従
に
昇
進
す
る
か
と
言
え
ば
､
そ
れ
は
､
初
代
伊
達
秀
宗
が
豊

臣
秀
吉
の
猶
子
と
な
り
若
年
に
て
侍
従
と
な
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
｡
初
代
秀
宗
が
伊
達
政
宗
の
長
子

(庶
子
)
で
あ
っ
た

(40
)

こ
と
が
結
果
と
し
て
宇
和
島
藩
の
家
格
を
高
め
た
と
い
え
る
.
1
万
'
丹
羽

･
立
花
の
両
家
は
関
ケ
原
の
戦
に
て
一
皮
改
易
と
な
っ
た
後

に
'
再
興
さ
れ
た
家
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
な
家
の
成
り
立
ち
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
｡

以
上
､
御
直
話
の
問
題
に
み
た
よ
う
に
宇
和
島
藩
伊
達
家
は
'
国
持
大
名
格
の
な
か
で
も
固
持
大
名
に
並
ぶ
ほ
ど
の
格
式
を
有
し
て
い

た
｡
幕
末
の
伊
達
宗
城
の
活
躍
は
､
宗
城
自
身
の
個
性
の
強
さ
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
'
宇
和
島
藩
が
西
南
の
大
藩
に
も
匹
敵
す

る
家
格
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
'
宗
城
の
活
動
を
容
易
に
し
た
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
そ
う
い
っ
た
面
で
､
家
格
が
幕
末

の
活
躍
の
下
地
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
｡

近
世
後
期
宇
和
島
藩
伊
達
家
の
家
格
間
超

(倉
持
)



史
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三

中
将

･
少
将
座
着

一
件

(
こ

仙
台
藩
伊
達
家
と
宇
和
島
藩
伊
達
家
の
家
格

こ
こ
で
は
､
前
節
と
は
視
点
を
変
え
て
'
宇
和
島
津
伊
達
家
と
本
家
で
あ
る
仙
台
洋
伊
達
家
と
の
家
格
を
め
ぐ
る
問
題
を
検
討
し
て
み

る
｡
ま
ず
両
家
の
家
格
を
比
較
し
て
み
よ
う
｡

(4t
)

仙
台
藩
伊
達
家
は
禄
高
は
六
二
万
石
で
あ
り
､
一
国
に
匹
敵
す
る
領
地
を
有
し
て
い
る
た
め
'
国
持
大
名
に
含
め
ら
れ
て
い
た
｡
仙
台

藩
伊
達
家
の
官
位
は
､
元
服
す
る
と
従
四
位
下
侍
従
に
任
官
L
t
家
督
と
と
も
に
少
将
に
す
す
み
､
そ
の
後
従
四
位
上
中
将
に
ま
で
進
む

こ
と
が
で
き
た
｡
こ
の
官
位
は
い
わ
ゆ
る
外
様
大
名
の
な
か
で
は
'
加
賀
洋
前
田
家
の
従
三
位
参
議
に
つ
ぐ
も
の
で
'
薩
摩
藩
島
津
家
と

同
格
で
あ
っ
た
｡
さ
ら
に
'
藩
祖
伊
達
政
宗
が
松
平
姓
を
賜
っ
て
以
来
松
平
姓
を
名
乗
っ
た
｡
参
勤
し
た
時
､
江
戸
を
出
立
す
る
御
暇
の

と
き
に
将
軍
か
ら
遣
わ
さ
れ
る
参
暇
上
億
は
老
中
で
あ
っ
た
｡
ま
た
､
当
主
を

｢屋
形
様
｣
と
呼
ぶ
事
を
許
可
さ
れ
て
い
た
｡

こ
れ
に
対
し
'
宇
和
島
藩
主
は
前
述
し
た
よ
う
に
'
官
位
は
従
四
位
下
か
ら
始
ま
り
侍
従
に
進
み
､
五
代
村
侯
以
後
は
老
年
に
及
ん
で
'

少
将
に
昇
進
し
た
｡
松
平
姓
は
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
｡
参
暇
上
億
は
も
と
も
と
は
奏
者
番
で
あ
っ
た
が
'
天
明
元
年

(
一
七
八
一
)
か
ら

御
暇
の
上
億
が
老
中
に
格
上
げ
さ
れ
'
天
明
八
年

(
一
七
八
八
)
に
は
参
勤

･
御
暇
と
も
老
中
と
な
り
'
仙
台
藩
主
と
同
じ
に
な
っ
た
｡

(42
)

ま
た
'
屋
形
号
の
使
用
は
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
､
中
期
ぐ
ら
い
か
ら
使
用
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
｡

こ
れ
ら
の
幕
藩
関
係
の
中
で
の
家
格
の
他
に
､
伊
達
家
と
い
う
枠
組
み
の
中
に
も
格
付
け
が
存
在
し
た
｡
そ
の
格
付
け
は
寛
延
二
年

(
1
七
四
九
)
に
起
き
た

｢本
家

･
未
家
論
争
｣
で
表
面
化
し
た
｡
論
争
の
結
果
､
仙
台
藩
伊
達
家
に
て
は
仙
台
洋
を

｢本
家
｣
､
宇
和
島

(43
)

洋
を

｢末
家
｣
と
心
得
､
ま
た
'
宇
和
島
藩
で
は
仙
台
藩
を

｢家
本
｣
'
宇
和
島
藩
を

｢家
分
｣
と
心
得
る
こ
と
に
決
し
た

｡

こ
の
他
､



仙
台
藩
伊
達
家
で
は
､

一
門
の
三
家
の
大
名
を
宇
和
島
津
伊
達
家
､
伊
予
吉
田
藩
伊
達
家
､

1
関
洋
田
村
家
の
順
に
格
付
け
し
て
い
た
よ

(3
)

う
で
あ

る
｡大
名
家
の
ほ
と
ん
ど
に
は
旗
本
も
含
め
て
本
家

･
分
家
の
関
係
が
あ
-
､
同
家
の
中
で
の
格
付
け
は
､
伊
達
家
に
限
ら
ず
､

概
ね
ど
の
大
名
家
に
お
い
て
も
存
在
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡
こ
こ
で
は
'
宇
和
島
藩
と
本
家

･
仙
台
藩
と
の
家
格
を
め
ぐ
る
問
題
を
分
析

し
て
み
た
い
｡

(二
)
寛
政
三
年

｢中
将

･
少
将
座
着

一
件
｣

そ
こ
で
'
寛
政
三
年

二

七
九

一
)
の

｢中
将

･
少
将
座
着

一
件
｣
を
取
-
上
げ
る
｡
こ
の
一
件
は
仙
台
藩
と
宇
和
島
洋
の
藩
主
が
同

(45
)

様
に
少
将
と
な
り
'
さ
ら
に
宇
和
島
藩
主
の
方
が
先
官
で
上
座
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た

1
件
で
あ
る

｡

仙
台
藩
主
伊
達
斉
村
は
寛

政
二
年

二

七
九
〇
)
1
六
歳
で
家
督
を
継
ぎ
､
そ
の
年
の
十

1
月
に
少
将
に
昇
進
し
た
.
そ
し
て
翌
年
､
正
月
二
日
に
登
城
す
る
と
､

宇
和
島
藩
主
の
伊
達
村
侯
が

【図
1
】
の
よ
う
に
殿
上
之
間
三
之
間
正
面
に
着
座
し
て
い
た
｡
殿
上
之
間
は

【図
2
】
の
よ
う
に
江
戸
城

表
玄
関
を
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
､
通
常
の
控
え
席
で
あ
る
大
広
間
が
､
将
軍
へ
の
謁
見
な
ど
の
儀
式
に
使
わ
れ
る
際
の
大
広
間
席
大
名

の
控
え
席
と
な
っ
て
い
た
｡
仙
台
藩
主
伊
達
斉
相
は
隠
居
し
て
い
る
父
重
相
に
報
告
し
'
重
村
か
ら
村
侯
に
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
､

一
件

が
始
ま
る
｡
伊
達
重
村
と
伊
達
村
侯
と
の
間
で
交
渉
が
行
わ
れ
､
伊
達
村
候
は
大
広
間
席
の
大
名
へ
も
相
談
し
っ
つ
､
返
答
し
て
い
る
｡

ま
ず
､
そ
の
交
渉
過
程
か
ら
､

一
件
の
発
端
と
両
家
の
主
張
を
読
み
取
っ
て
み
た
い
｡

ま
ず
､
仙
台
藩
隠
居
伊
達
重
村
か
ら
宇
和
島
藩
主
伊
達
村
侯
に
あ
て
た
寛
政
三
午

(
一
七
九

1
)
正
月
付
の
書
状
写
の
1
部
分
を
あ
げ

(46
)

る
｡

(前
略
)一
'
過
ル
二
日
登

城
之
節
ー
倖
少
将
任
官
以
後
初
而
こ
付
､
酋
記
先
例
も
取
調
致
指
南
差
出
候
所
'
其
御
許
様
こ
ハ
殿
上
之
間
ノ

近
世
後
期
宇
和
島
津
伊
達
家
の
家
格
問
題

(倉
持
)

二
二
九
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図2 御本丸表向御座敷絵図

近
世
後
期
宇
和
島
津
伊
達
家
の
家
格
問
題

(倉
持
)

一
也

一

(



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
二
号

(二
〇
〇
一
年
)

御
下
段
仕
切
御
襖
御
後
口
ニ
被
成
正
面
御
着
座
之
棟
二
申
開
侯
'

一
四
二

獅
山
様

(真
相
の
祖
父
'
伊
達
吉
村
)
御
書
留
等
こ
も

中
将
正
面
着
座
之
儀
者
相
見
へ
'
少
将

之
節
正
面
着
座
之
儀

不

相

見
得
'
亡
父

(重
村
の
父
伊
達
宗
村
)
口
停
こ
も
少
将
ノ
節

ハ
'
獅
子
之
間
後
口
こ
順
々
致
着
座
侯
事
二
承
知
仕
､
私
義
も
少
将
中
右
之
適
任
釆
侯
､
何
時
何
方

へ
御
吟
味
有
之
少
将
正
面
之

観
相
拙
候t
謝
'
致
永
知
皮
侯
'
畢
克
'
右
武
家
伺
公
之
問
抑
居
候
ハ
'
全
御
礼
席
与
申
こ
も
無
之
､
従

公
儀
被

仰
出
侯
御

規
定
と
て
ハ
無
之
侯
､
併
太
刀
目
録
も
前
へ
差
置
侯

物故､大
旗
問
月
次
打
込
之
着
座
大
廊
下
寄
以
後
ノ
着
座
な
と
は
品
違
ノ
趣

X

獅
山
棟
よ
り
品
々
御
侍
采
も
仕
居
候
､
他
家
之
義

ハ不存候
待
共
､
其
御
許
様
手
前
之
儀
者
伊
達
家
御

一鉢
之
義
二
侯
得
者

､
ケ

矧

乱
詐

劃
矧

矧
劃

轡

嵐

,
其
御
許
棟
等

御
存
之
通

獅
山
-

-

公
-

二
格
別
之
警

有
之
､
殊
更

其
御
許
棟
私
と
て
も
御
祖
父
様
ハ
御
同
様
之
義
'
他

家

者
不
存
候
得
共
､
於
両
家
ハ
右
思
召
相
立
庶
物
こ
候
'
依
而
何
そ
'
そ
な

た
に
て
御
内
々
御
間
合
之
訳
も
有
之
上
之
儀
こ
茂
侯
哉
'
具
敦
承
知
皮
侯
'
及
御
聞
茂
可
有
之
､
寛
保
三
年
四
月
十
三
日

獅

山
様
亡
父
御

1
同
御
登

城
之
節
､
都
而
上
意
御
請
事
等

獅
山
様
御
程
合
宜
侯
事
に
付
､
松
平
故
兵
部
大
輔
殿

･
松
平
故
相

㌍

⊥

模
守
殿
へ
其
節
御
老
中
松
平
左
近
将
監
殿
よ
り
御
達
之
儀
モ
有
之
､
以

来
ハ

督
中
取
扱
之
儀
ハ
昏
家
別
而
心
を
用
来

候
事
二

側
'
右
詳
合
二
付
両
者
､
何
そ
御
品
も
有
之
儀
ハ
内
々
御
間
柄
之
御
老
中
方
へ
御
懸
合
申
侯
儀
ハ
'
度
々
於
首
家
ハ
有
之
事
二
俣
､

即

武
計

㌢

間
各

之
薯

針

規
定
之
君

島

聖
.
ハ
無
御
座
候
間
,
全
各
別
こ
豊

聖

者
無
之
侯
得
共
這

ハ
聖

矧
萄

倒
'
先
御
内
々
其
御
許
様
兼
而
御
取
調
ノ
ほ
と
致
承
知
皮
其
上
不
相
分
候
ハ
ゝ
松
平
越
中
守
殿
御
近
親
之
儀
こ
も

御
座
候
間
､
私
よ
り
も
無
吃
皮
以
来
之
儀
モ
永
合
置
侯
之
様

こ
も
可
致
侯
'
何
レ
御
取
調
之
程
先
以
致
承
知
皮
如
此
御
座
候
､

(以
下
略
)

伊
達
重
村
の
主
張
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
｡
第

一
に
'
傍
線
部
①
に

｢中
将
之
節
正
面
着
座
｣
と
あ
る
よ
う
に
殿
上
之

間
正
面
は
中
将
の
み
が
着
座
す
る
場
所
で
あ
-
､
少
将
の
村
候
が
着
座
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
｡
仙
台
洋
伊
達
家
で
は
少
将
の
時
に
は



正
面
着
座
を
遠
慮
し
て
い
る
と
の
事
で
あ
る
｡
こ
れ
は

【図
1
】
も
示
し
て
説
明
し
て
い
る
｡
【図
1
】
を
見
る
と
'
正
面
は
中
将
の
み

で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
い
る
｡
さ
ら
に
'
｢伊
達
家
御

一
鉢
之
義
｣
(傍
線
部
②
)
'
｢於
両
家
ハ
右
思
召
相
立
庶
物
こ
｣
(傍
線
部
③
)
I

｢御

1
統
二
有
皮
｣
(傍
線
部
⑤
)
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
'
し
き
-
に
同
家
と
し
て
T
体
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
｡
そ
の
上
傍
線
部

②
に
あ
る
よ
う
に
'
他
家
は
ど
う
で
あ
る
か
知
ら
な
い
が
､
仙
台
藩
伊
達
家
と
宇
和
島
津
伊
達
家
は
同
家
で
あ
り

一
体
で
あ
る
の
で
､
作

法
も
同
じ
で
あ
り
た
い
､
と
主
張
す
る
｡
つ
ま
り
'
伊
達
家
と
し
て
は
同
じ
作
法
を
守
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
強
い
意
思
が
感
じ
ら
れ
る
｡

ま
た
'
仙
台
藩
で
は
傍
線
部
④
に
あ
る
よ
う
に
､
殿
中
で
の
作
法
に
つ
い
て
老
中
や
そ
の
他
の
役
人
に
一
々
尋
ね
て
確
認
を
取
っ
て
い
る

(47
)

と
の
自
信
を
示
し
て
い
る
｡
そ
の
自
信
の
背
景
に
は
重
村
の
祖
父
で
あ
る
伊
達
昔
柿

(獅
山
様
)
の
存
在
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
｡

(前
略
)
先
書
こ
も
申
入
侯
通
､
全
御
破
席
と
申
事
こ
も
無
之
､
従

公
儀
被
仰
出
候
御
規
定
辻
モ
無
之
､
殊
更
被
仰
聞
侯
通
八

朔
な
と
ハ
御
三
家
方
庶
流
ハ
少
将
侍
従

一
統
別
席
も
有
之
'
此
段
ハ
強
而
御
不
審
等
可
相
懸
ル
評
合
と
ハ
不
存
侯
､
乍
然
'
別
紙

闇
】一l一l一1

絵
図
之
通

獅
山
棟
御
代
よ
り
停
来
之
図
面
も
有
之
'
其
外
督
家
代
々
自
筆
留
之
中
井
旧
記
こ
も
別
耗
之
通
こ
て

有

徳
院

樵

(将
軍
吉
宗
)
よ
-

獅
山
様
こ
而
ハ
格
別
ノ
御
沙
汰
も
有
之
こ
付

獅
山
様
御
以
来
普
家
ハ
御
規
定
等
ハ
諸
家
手
本
こ
も

相
成
ノ
趣
こ
而

(中
略
)

貴
家

(宇
和
島
津
伊
達
家

)
と
普
家

(仙
台
井
伊
達
家
)
ハ
元
来
同
家
､
殊
更

獅
山
様
は
普
時
御
双
方
御
祖
父
様
之
御
事
'
其
頃

無
双
之

公
義
御
首
尾
茂
宜
'
人
々
規
格
こ
モ
可
存
旨
､

を
両
家
こ
而
は
相
立
皮
苑
と
存
候
､
(以
下
略
)

上
意
ヲ
茂
被
為
蒙

仰
侯

御
方
之
儀
こ
而
'
同
し
く
ハ
其
法

傍
線
部
①
に
あ
る
よ
う
に
伊
達
家
は
吉
村
が
幕
府
か
ら
優
遇
を
受
け
'
書
付
の
作
法
は
諸
家
の
見
本
と
も
な
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
｡

さ
ら
に

傍
線
部
②
で
は
'
宇
和
島
藩
主
の
伊
達
村
侯
の
母
が
伊
達
吉
村
の
娘
で
あ
る
こ
と
か
ら
'
伊
達
重
村

･
伊
達
村
侯
と
も
お
互
い

書
村
の
孫
で
あ
-
､
書
村
の
作
法
を
守
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る
｡
こ
こ
で
'
し
き
り
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
伊
達
吉
村
は
'
事
実
､
次
の
史

近
世
後
期
宇
和
島
洋
伊
達
家
の
家
格
問
題

(倉
持
)

一
四
三



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
二
号

(二
〇
〇
一
年
)

(
48

)

料
に
あ
る
よ
う
に
将
軍
吉
宗
か
ら
も
そ
の
作
法
を
賞
賛
さ
れ
た
人
物
で
あ
った
｡

一
四
四

(前
略
)
又
其
比
松
平
安
糞
守
書
長
を
は
じ
め
｡
同
班
の
人
々
に
仰
下
さ
れ
L
は
｡
大
鹿
間
の
面
々
拝
謁
の
と
き
｡
あ
ま
り
恭
敬
に

過
て
｡
御
詞
を
か
け
給
ふ
折
も
｡
は
ゞ
か
り
て
答
へ
奉
る
者
な
し
｡
ひ
と
り
陸
奥
守

(伊
達
吉
村
)
は
ほ
ど
よ
く
御
答
を
も
申
し
｡

御
前
の
進
退
も
よ
-
御
旨
に
か
な
へ
り
｡
い
づ
れ
も
陸
奥
守
挙
動
の
様
を
見
習
ふ
べ
し
と
な
り
｡
(以
下
略
)

(49
)

ま
た
'
伊
達
家
の
し
き
た
り
は
同
席
の
大
名
に
は
内
緒
に
し
て
お
い
て
欲
し
い
と
も
主
張
し
て
い
る

｡

以
上
､
仙
台
藩
隠
居
伊
達
重
村
の
主
張
を
み
た
｡

1
方
､
宇
和
島
藩
主
伊
達
村
侯
の
主
張
を
示
す
史
料
を
見
て
み
る
こ
と
に
す
毎

(前
略
)
畢
寛
'
武
家
伺
公
之
間
二
相
抑
居
申
侯
者
'
被
仰
下
侯
こ
と
く
'
全
御
感
席
と
中
二
無
之
'
租
1
...粛
楓
楓
~
面
掛
倒
矧

矧
男

山皿矧
q
t
併
太
刀
目
録
モ
前
l差

置
候
物
故
'
前
々
よ
り
見
及
申
侯
趣
も
有
之
'
其
上

獅
山
様

(伊
達
吉
村
)
御
咽

に
も
伺
公
之
間
正
面
中
将
座
着
侯
得
者
'
夫
に
随
ひ
順
々
列
座
仕
候
義
'
自
ラ
正
面
を
外
れ
侯
得
共
'
中
将
閑
席
之
節
者
押
廻
着
座

不
昔
之
趣
麻
受
罷
在
'
矧
山
薗
甜
署

紺
矧
利
倒
､
(以
下
略
)

傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
'
殿
上
之
間
の
席
次
は
幕
府
の
規
定
は
全
く
な
い
も
の
で
あ
り
'
中
将
が
い
な
か
っ
た
た
め
に
詰
め
た
結
果
'
正

面
に
な
っ
た
だ
け
で
あ
る
と
し
て
い
る
｡
そ
の
上
で
､
村
侯
は
同
席
中
の
大
名
で
あ
る
広
島
藩
主
浅
野
重
展
へ
相
談
し
た
｡
･

こ
の
浅
野
家
は
'
留
守
居
が

｢御
存
モ
被
成
侯
通
手
前
こ
而
者
陸
奥
守
様
御
家

(仙
台
藩
伊
達
家
)
と
ハ
代
々
御
存
之
通
之
間
柄
こ
御

座
候
付
'
若
安
芸
守
存
慮
等
彼
方
へ
被
仰
加
侯
様
之
義
こ
而
者
心
遣
こ
被
存
候
｣
と
申
し
述
べ
て
い
る
よ
ケ
に
'
代
々
仙
台
藩
伊
達
家
と

は
伸
が
悪
い
家
で
あ
っ
な
)
そ
の
よ
う
な
家
に
相
談
す
る
こ
と
自
体
が
･･
宇
和
島
藩
が
仙
台
藩
伊
達
家
の
意
向
と
は
関
係
な
く
行
動
し
て

い
る
表
れ
で
あ
ろ
う
｡
浅
野
家
か
ら
は
留
守
居
の
龍
神
主
税
か
ら
次
の
よ
う
な
返
答
が
あ
っ
た
｡
｢安
芸
守

(浅
野
嘉
辰
)
ニ
お
い
て
も

御
規
定
も
無
之
溜
り
之
場
所
こ
侯
得
者
中
将
之
御
方
様
御
座
着
こ
侯
得
者
､
遠
慮
仕
横
座
こ
も
可
任
侠
得
と
も
､
中
将
之
御
方
様
無
之
節

人
数
多
こ
御
座
候
得
者
､
思
召
之
通
正
面
二
着
座
い
た
し
候
而
何
之
差
支
茂
無
之
事
､
御
同
意
妄

侯
tP
L
村
侯
の
考
え
に
同
意
を
示
し



た
｡
ま
た
､
仙
台
藩
主
へ
の
返
答
に
関
し
て
は
'
宇
和
島
藩
主
伊
達
村
侯
の
意
を
受
け
た
家
臣
深
浮
新
書
が
'
次
の
よ
う
に
述
べ
､

(前
略
)
遠
江
守

(伊
達
村
侯
)
偽
者
数
年
来
吉
村
代
よ
り
之
義
致
見
聞
焼
成
別
耗
薄
紫
絵
図
之
通
こ
党
罷
在
侯
､
左
候
得
者
左
兵

衛
督
よ
り
中
越
侯
趣
服
従
者
不
致
候
得
共
､
右
之
主
意
相
背
キ
角
立
侯
返
答
中
越
侯
橡
之
存
感
も
無
御
座
､
先

1
通
之
挨
拶
こ
致
置

積
二
御
座
候
,
(以
下
臥

Ⅶ

)

服
従
は
し
な
い
が
角
が
立
た
な
い
よ
う
に
仙
台
洋
へ
返
答
す
る
つ
も
-
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
｡
さ
ら
に
､
浅
野
家
の
留
守
居
が
､

｢扱
又
､
左
兵
衛
督
様

(伊
達
玉
村
)
思
召
､
実
者
御
服
従
不
被
遊
御
挨
拶
向
者

1
通
り
御
調
被
密
偵
節
ハ
万

1
此
後
右
之
正
面
之
御
着

座
之
節
者
又
々
被
仰
越
侯
様
之
義
こ
も
可
有
之
哉
'
右
之
虚
者
如
何
之
思
召
こ
侯
や
｣
と
尋
ね
た
の
で
'
探
浮
は

｢遠
江
守
義
明
日
者
持

病
気
こ
も
有
之
多
分
出
仕
御
断
可
被
申
､
其
後
者
奥
州

(仙
台
藩
主
)
詰
遠
に
茂
有
之
侯
得
者
､
格
別
之
義
も
有
之
間
数
や
､｣
と
答
え

(封
)

た

.

そ

の
通
り
'
村
侯
は
そ
の
年
の
四
月
に
暇
を
得
て
宇
和
島
へ
帰
っ
た
の
で
､
四
月
以
降
問
題
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
.
そ

(55
)

し
て
､
最
終
的
に
浅
野
重
辰
か
ら
来
た
口
上
書
に
は

'

武
家
伺
公
之
間
二
両
中
将
少
将
座
順
之
義
に
付
､
伊
達
遠
江
守
殿
へ
松
平
陸
奥
守
殿
隠
居
左
兵
衛
督
殿
よ
り
絵
図
面
ヲ
以
駈
合
在
之

侯
趣
に
付
'
松
平
内
蔵
頭
殿

(岡
山
藩
主
池
田
治
政
)
へ
遠
江
守
殿
中
合
罷
越
申
値
侯
所
､
前
々
よ
り
少
将
着
座
之
所
左
兵
衛
督
殿

絵
図
面
と
者
致
相
違
候
事
こ
付
'
末
座
人
数
少
ナ
に
で
指
支
無
之
侯
共
､
先
鋭
之
通
可
致
着
座
､
ガ
対
嵐
山
矧
剣
山叫
耐
劃
矧
圃
叫
リ
､

正
面
へ
相
廻
り
中
将
之
座
へ
茂
可
致
着
座
､
中
将
有
之
仮
節
茂
末
座
指
閑
江
帳
ハ
,
､
中
将
ノ
並
こ
可
致
栽
鎚
､
是
又
先
例
こ
帳
間
､

左
兵
衛
督
殿
絵
図
両
者
不
取
用
別
紙
絵
図
面
之
適
中
合
相
決
ノ
事

と
あ
る
よ
う
に
'
末
座
に
人
数
が
多
く
､
指
し
支
え
た
場
合
は
､
少
将
で
あ
っ
て
も
中
将
の
座
へ
着
座
す
る
こ
と
が
先
例
で
あ
る
と
し
て

い
る

(絵
図
省
略
)0

以
上
が

｢中
将

･
少
将
座
着

一
件
｣
の
概
要
で
あ
る
が
､
こ
の
一
件
で
い
え
る
こ
と
は
村
侯
の
昇
進
が
伊
達
家
の
内
部
に
大
き
な
変
化

近
世
後
期
宇
和
自
評
伊
達
家
の
家
格
関
越

(倉
持
)

1
四
五
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を
も
た
ら
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
家
格
を
重
視
し
た
江
戸
時
代
に
'
そ
の
家
格
が
座
順
と
い
う
日
に
見
え
る
形
で
､
最
も
明
確
に
表

3雌
E

れ
る
場
で
あ
る
江
戸
城
中
に
お
い
て

､

宇
和
島
藩
主
が
仙
台
藩
主
の
上
座
に
座
る
と
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
｡
仙
台
藩
主
は
伊

達
家
の
中
で
の
一
致
を
強
-
唱
え
'
さ
ら
に
は
仙
台
洋
が
幕
府
の
意
向
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
､
宇
和
島
洋
に
伊
達
家
の
規
律

を
守
ら
せ
よ
う
と
し
た
｡
し
か
し
､
幕
府
の
規
定
が
な
い
こ
と
な
の
で
､
本
家
の
威
光
だ
け
で
は
従
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
｡
そ

こ
で
'
将
軍
の
威
光
を
持
ち
出
し
､
儀
礼
に
関
し
て
将
軍
の
覚
え
が
め
で
た
か
っ
た
祖
父
の
事
例
を
も
っ
て
説
得
し
よ
う
と
し
て
い
る
｡

以
上
の
こ
と
か
ら
､
江
戸
前
期
､
中
期
に
お
い
で
は
強
か
っ
た
宇
和
島
淳
に
対
す
る
仙
台
藩
の
影
響
力
が
近
世
後
期
の
寛
政
期
ご
ろ
に
は

低
下
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
｡
仙
台
藩
主
は
幕
府
の
評
価
が
高
か
っ
た
伊
達
昔
村
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
､
幕
府
の
権
威
を
利
用

し
て
宇
和
島
藩
主
を
従
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
嫡
庶
の
礼
節
に
よ
っ
て
説
得
を
試
み
た

｢本
家

･
末
家
論
争
｣
と
は
大
き
な

違
い
で
あ
る
｡
仙
台
洋
と
宇
和
島
洋
の
関
係
が
近
世
前
期
か
ら
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
｡

こ
の
よ
う
に
､
幕
府
が
宇
和
島
津
伊
達
家
の
家
格
を
上
昇
さ
せ
た
こ
と
に
よ
っ
て
'
仙
台
洋
と
宇
和
島
藩
の
間
に
は
大
き
な
問
題
が
発

生
し
た
｡
幕
藩
制
に
お
け
る
家
格
制
は
官
位
を
中
心
に
み
る
と
'
幕
藩
制
社
会
が
確
立
す
る
の
と
ほ
ほ
時
期
を
同

一
に
し
て
寛
文

･
延
宝
(57
)

期
頃
ま
で
に
成
立
し
'
そ
の
後
し
ば
ら
く
の
安
定
期
を
迎
え
'
宝
暦
～
天
明
期
よ
り
徐
々
に
変
勤
し
は
じ
め
て
い
く
と
さ
れ
て
い
る
｡

そ

し
て
'
天
明
六
年

(
一
七
八
六
)
の
伊
達
村
侯
の
少
将
昇
進
は
､
そ
の
変
動
期
の
ご
く
初
期
に
属
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
｡
つ
ま
-
､
そ

の
影
響
を
う
け
て
こ
の
時
期
に
仙
台
洋
と
宇
和
島
藩
の
関
係
も
変
化
し
て
い
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
｡
幕
藩
制
の
変
化
が
本
家

･
分
家
関

係
に
も
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
'
こ
の
時
期
以
降
に
家
格
が
変
動
し
た
他
の
大
名
家
も
幕
藩
制
の
変
化
と
と
も
に
大
名

家
の
な
か
で
の
関
係
が
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
｡



お
わ
U
に

以
上
の
考
察
の
よ
う
に
､
固
持
大
名
格
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
宇
和
島
洋
伊
達
家
は
'
江
戸
中
期
以
降
は
'
国
持
大
名
に
匹
敵
す
る

格
式
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
｡
安
永
六
年

二

七
七
七
)
に
､
将
軍

へ
の
御
直
請
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
､
そ
れ
を
よ

-
示
し
て
い
る
｡
幕
府
は
宇
和
島
井
伊
達
家
を
国
持
格
と
い
う
よ
-
も
む
し
ろ
固
持
大
名
と
同
格
に
認
識
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
｡
将
軍

へ
の
御
直
話
は
､
国
持
大
名
と
国
持
大
名
格
の
区
別
で
は
な
-
､
官
位

･
殿
席
が
重
要
な
基
準
と
な

っ
て
い
た
｡
し
た
が

っ
て
､
近
世
後

期
の
宇
和
島
津
伊
達
家
は
'
ほ
か
の
国
持
大
名
格
の
二
家

(丹
羽

･
立
花
家
)
よ
り
も

一
段
上
の
格
式
を
有
し
て
い
た
と
い
え
る
｡

次
に
､
本
家
と
分
家
の

関係と
い
う
視
点
か
ら
考
え
た
と
き
'
宇
和

島
洋
は
､

近
世
前
期
には本
家で
あ
る
仙
台
洋

か
ら
拝
借
金
を
受

(班)

け
る
な
ど
頼
る
こ
と
が
多

-
'本
家
の

影
響
力
が
強
か
った
が
.-近
世後
期
に

なると
､
仙
台
藩
の宇
和
島
藩

へ
の
影
響
力
が
う
す
れ
､

幕
府
の
権
威
を
利
用
し
て
随
わ
せ
よ
う
と
す
る
意
識
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
｡
そ
れ

が
表
面
化
し
た
の
は
'
宇
和
島

藩
主
の
官
位
が
上
昇
し
た
た
め
で
あ
-
､
官
位
の
上
昇
が
幕
藩
制
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
と
も
に
､
大
名
の
本
家

･
分
家
関
係
に
も
影
響
を

与
え
た
と
思
わ
れ
る
｡

特
に
'
固
持
大
名
の
分
家
大
名
は
､
国
持
大
名
と
い
う
格
式
を
も

つ
本
家
に
比
べ
て
､
そ
の
格
式
が
格
段
に
低

い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
｡
し
か
し
､
元
々
固
持
大
名
格
で
あ

っ
た
宇
和
島
津
伊
達
家
は
､
近
世
後
期
に
な
る
と
､
さ
ら
に
家
格
が
上
昇
し
､
次
第
に
本
家
の

家
格
と
の
差
を
せ
ば
め
て
ゆ
く
｡
そ
の
よ
う
な
格
式
を
有
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
'
幕
末
の
活
躍
が
可
能
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡

幕
末
の
宇
和
島
洋
は
藩
主
宗
紀

･
宗
城
を
中
心
に
'
中
央
政
界
に
お
い
て
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
｡
そ
の
行
動
は
洋
主
の
資
質
に

負
う
と
こ
ろ
も
大
き
い
｡
し
か
し
'
そ
の
活
躍
の
背
景
と
し
て
ー
宇
和
島
藩
伊
達
家
の
家
格
が
固
持
大
名
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ

っ
た
こ

近
世
後
期
宇
和
島
津
伊
達
家
の
家
格
問
題

(倉
持
)

1
四
七
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八

と
も
大
き
な
要
素
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
｡
青
田
昌
彦
氏
は
､
島
津
斉
彬
と
親
交
の
あ
っ
た
大
名
を
分
析
さ
れ
'
弘
化
年
間
ま
で
に
は
水

戸
徳
川
斉
昭

･
島
津
斉
彬

･
伊
達
宗
紀

･
宗
城

･
鍋
島
斉
正

･
黒
田
斉
薄
な
ど
の
親
藩

･
外
様
雄
藩
大
名
グ
ル
ー
プ
が
形
成
さ
れ
て
い
た

(59
)

と
さ
れ
る
｡
そ
の
グ
ル
ー
プ
は

｢血
縁

･
姻
戚
関
係
'
あ
る
い
は
江
戸
城
中
詰
席
な
ど
を
媒
介
と
す
る
幕
藩
体
制
本
来
の
サ
ロ
ン
的
交
際

の
段
階
か
ら
'
欧
米
列
強
の
東
ア
ジ
ア
包
摂
化
に
対
す
る
階
級
的

･
.｢民
族
｣
的
危
機
意
識
を
共
通
の
挺
子
と
L
t
情
報

･
西
欧
知
識

･

政
治
意
見
の
交
換
を
目
的
と
す
る
時
代
に
適
合
し
た
よ
り
高
度
な
交
際
の
在
り
方
へ
と
変
質
,･
発
展
し
て
い
っ
た
｣
と
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
｡
伊
達
宗
城
と
の
交
流
が
盛
ん
で
あ
っ
た
水
戸
藩
徳
川
家

･
越
前
藩
松
平
家
な
ど
の
大
名
家
は
将
軍
家
の
縁
戚
で
あ
り
'
家
格
も
高
い
｡

そ
の
よ
う
な
家
と
親
密
な
意
見
交
換
を
行
う
下
地
と
し
て
'
宇
和
島
津
伊
達
家
の
家
格
が
有
効
に
働
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
ま
た
､

本
家
で
あ
る
仙
台
藩
と
の
関
係
を
み
た
と
き
も
､
幕
末
に
仙
台
藩
降
伏
の
調
停
役
を
命
じ
ら
れ
る
な
ど
'
単
な
る
分
家
以
上
の
役
割
を
担

(00
)

っ
て
い
る

｡

そ
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
､
固
持
大
名
に
匹
敵
す
る
家
格
を
有
し
た
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
｡

今
回
は
宇
和
島
藩
伊
達
家
の
家
格
を
中
心
に
考
察
し
た
が
'
今
後
は
幕
肝
や
他
藩
と
の
関
係
､
藩
士
た
ち
の
思
想
や
行
動
な
ど
と
藩
政

の
展
開
を
関
連
さ
せ
な
が
ら
､
近
世
後
期
の
宇
和
島
浮
を
分
析
し
て
い
き
た
い
｡

註(-
)
三
谷
博

｢天
保
-
嘉
永
期
の
対
外
問
題
｣
｢日
本
歴
史
大
系
2
近

世
｣
第
七
草
第
五
節
､
山
川
出
版
社
'
一
九
八
八
年
)｡
高
木
不

二

｢嘉
永
･
安
政
期
の
幕
洋
関
係
と
越
前
洋
｣
(明
治
維
新
史
学

会
編

r幕
藩
権
力
と
明
治
維
新
]
(書
川
弘
文
館
､
1
九
九
二
年
)､

河
内
八
郎
宙

r徳
川
斉
昭
･
伊
達
宗
城
往
復
書
翰
集
)
(校
倉
書

房
､
一
九
九
三
年
)'
藤
田
正

｢伊
達
宗
城
の
国
防
論
-
弘
化
･

嘉
永
期
の
書
鞠
を
素
材
に
し
て
｣
(｢研
究
紀
要
｣
第
五
号

愛
媛

県
歴
史
文
化
博
物
飽
､
二
〇
〇
〇
年
)
な
ど
｡
特
に
'
三
谷
博
氏

は
'
伊
達
宗
城
は
有
志
大
名
の
う
ち
で
も
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
｡
｢
一
〇
万
石
の
中
大
名
で
あ
っ
た
た
め
洋

自
体
に
政
治
的
な
力
は
な
か
っ
た
が
､
宗
城
は
養
父
宗
紀
と
も
ど



も
大
広
間
･
大
廊
下
･
溜
間

･
幕
閣
の
諸
大
名
と
広
-
交
友
を
結

び
､
そ
の
間
の
情
報
伝
達

･
周
旋
に
活
躍
し
て
い
る
｡｣
と
さ
れ

(前
掲
三
谷
論
文
､

一
一
四
七
頁
註

(7

))
､
藤
田
氏
も
そ
の
記

述
を
引
用
し
て
､
伊
達
宗
城
の
活
動
の

重

要

性
を
述
べ
ら
れ
て
い

る
｡
(前
掲
藤
田
論
文
一
貫
､
一
五
貢
註

(4
))｡

(2
)
三
好
昌
文

｢解
説

r記
録
書
抜
l
r伊
達
家
御
歴
代
事
記
｣
に
つ

い
て

(四
)｣
(宇
和
島
津
庁
･
伊
達
家
史
料
十

r記
良
昏
抜

伊

達
家
御
歴
代
事
記
し
四

(近
代
史
文
庫
宇
和
島
研
究
会
､
一
九
八

三
年
)

一
貫
｡

(3
)
笠
谷
和
比
古

r近
世
武
家
社
会
の
政
治
構
造
】
(吉
川
弘
文
館
､

一
九
九
三
年
)
四
三
八
頁
｡

(4
)
拙
稿

｢宇
和
島
藩
主
伊
達
村
侯
と
仙
台
藩

-寛延
二
年

本家
･末

家
論
争
を
中
心

にI｣
(
r地
方
史
研
究
し

二八九
号
､

二〇〇
一

年
)
｡

(5
)
｢愛
媛
県
史
】
近
世
下

(愛
媛
県
､

一
九
八
七
年
)
七
六
八
～
七

六
九
頁
｡

(6
)
青
田
昌
彦
氏
は
'
弘
化
年
間

(
1
八
四
四
-
1
八
四
八
)
ま
で
に

徳
川
斉
昭

(水
戸
前
藩
主

･
大
廊
下
上
之
間
)

･
島
津
斉
彬

(鹿

児
島
洋
世
子
･
大
広
間
)

･
伊
達
宗
紀

(宇
和
島
前
藩
主

･
大
広

間
)

･
伊
達
宗
城

(宇
和
島
藩
主
･
大
広
間
)
鍋
島
斉
正

(佐
賀

藩
主
･
大
広
間
)

･
黒
田
斉
汚

(福
岡
藩
主

･
大
広
間
)
な
ど
の

近
世
後
期
宇
和
島
洋
伊
達
家
の
家
格
問
題

(倉
持
)

親
藩
･
外
様
雄
洋
大
名
グ
ル
ー
プ
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
指
摘
さ

.

れ
た
O
(菅
田
昌
彦

｢西
南
雄
藩
と
中
央
政
局
｣
(r九
州
と
明
治

維
新

(Ⅱ
)J
国
昏
刊
行
会
､

1
九
八
五
年
)
二
五
六
六
｡
の
ち
､

吉
田
昌
彦
r幕
末
に
お
け
る

｢王
｣
と

r覇
者
と

(ぺ
り
か
ん
社
､

1
九
九
七
年
)
第
四
車
｢幕
末
中
央
政
局
と
雄
藩
大
名
｣
に
所
収
｡)

こ
れ
ら
の
大
名
は
宇
和
島
洋
伊
達
家
よ
り
も
家
格
の
高
い
大
名
家

で
あ
っ
た
O
ま
た
､
三
好
昌
文
氏
は
宗
城
と
班
川
斉
昭
･
松
平
堤

永

(大
廊
下
下
之
間
)
･
島
津
斉
彬

1
山
内
盈
侶

(高
知
洋
主

･

大
広
間
)
と
の
交
流
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
｡
(三
好
昌
文

｢幕
末
期
に
お
け
る
宇
和
島
藩
の
動
向

(1
)
-
伊
達
宗
城
を

中

心
に
-
｣
(r松
山
大
学
論
集
]
節

1
0
巻
第
六
号
､
1
九
九
九
年
)

1
〇
九
-
1
二
二
頁
｡)

(7
)
こ
れ
ま
で
､
宇
和
品
薄
伊
達
家
の
家
格
に
つ
い
て
の
研
究
は
､
概

要
が
触
れ
ら
れ
た
だ
け
で
､
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
｡
お
も

に
固
持
大
名
格
に
関
連
し
て
触
れ
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
｡
例
え
ば
､

笠
谷
和
比
古

｢
r固
持
大
名
]
論
考
｣
(上
横
手
雅
敬
監
修

r古

代

･
中
世
の
政
治
と
文
化
｣
思
文
閣
出
版
､
1
九
九
四
年
)
四
四

八
頁
､
な
ど
｡

(8
)
固
持
大
名
に
つ
い
て
は
､
笠
谷
和
此
古

｢
r固
持
大
名
]
論
考
｣

(前
掲
)
'
松
尾
美
忠
子

｢近
世
大
名
の
類
型
-
比
較
津
別

(政
)

史
の
た
め
に
ー
｣
(r岡
山
洋
研
究
j
第
1
4
号
､

1
九
九
五
年
)

一
四
九



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
二
号

(二
〇
〇
一
年
)

参
照
｡
於
尾
美
恵
子
氏
は
､
近
世
初
期
の
国
主
と
は

｢天
下
｣
の

主
よ
り
国

(=
国
郡
制
の
国
)
を
宛
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
定

義
付
け
ら
れ
て
い
る
｡
ま
た
t
.｢元
和
期
以
降
'
国
そ
の
も
の
が

宛
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
り
'
領
知
判
物
に
は
知
行
高
が
記
載

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
､
国
主
は
し
だ
い
に
固
持
大
名
と
い
う
近
世

大
名
に
な
っ
て
い
っ
た
｡
｣
と
指
摘
さ
れ
た
｡
針
谷
武
志
氏
は
'

外
様
大
藩
が
一
般
に

｢国
持
外
様
｣
と
称
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
さ

れ
て
い
る
｡
(｢安
政
-
⊥
又
久
期
の
京
都

･
大
阪
湾
警
衛
問
題
に
つ

い
て
｣
(明
治
維
新
史
学
会
編

r明
治
維
新
と
西
洋
国
際
社
会
｣

吉
川
弘
文
館
'
一
九
九
九
年
)
六
三
貫
)｡

(9
)
幕
藩
制
の
も
と
で
は
'
領
地
の
規
模
や
石
高
'
城
郭
の
有
無
'
官

位
'
江
戸
城
中
の
詰
め
の
間
控
え
の
間
な
ど
'
大
名
の
家
格
は

様
々
な
要
素
で
分
け
る
方
法
が
知
ら
れ
て
い
る
｡
ま
ず
'
城
郭
を

扱
っ
た
研
究
と
し
て
､
加
藤
隆

r幕
藩
体
制
期
に
お
け
る
大
名
家

格
制
の
研
究
｣
(近
世
日
本
城
郭
研
究
所
'

一
九
六
九
年
)
が
あ

る
｡
こ
の
他
..
家
格
の
研
究
は
江
戸
城
中
の
殿
席
や
官
位
の
研
究

が
多
い
｡
殿
席
に
お
け
る
格
式
は
､
松
尾
美
恵
子

｢大
名
の
殿
席

と
家
格
｣
(｢徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要
｣
昭
和
五
五
年
度
'

1
九
八
1
年
)
'
渡
辺
浩

｢
r御
威
光
J
と
象
徴
I
徳
川
政
治
体
制

の
一
側
面
｣
(r思
想
J
七
四
〇
､
一
九
八
六
年
t
の
ち
同
著

r東

ア
ジ
ア
の
王
権
と
思
想
】
東
京
大
学
出
版
会
'
】
九
九
七
年
)
響

】
五
〇

が
あ
る
｡
ま
た
､
特
に
t.殿
中
に
お
け
る
儀
礼
と
家
格
の
関
係
を

指
摘
し
た
研
究
と
し
て
､
二
木
謙

一
｢江
戸
幕
府
将
軍
拝
謁
儀
礼

七
大
名
の
格
式
｣
(r日
本
歴
史
｣
六

1
人
､
]
九
九
九
年
)
が
あ

り
'
深
井
雅
海

｢図
解
江
戸
城
を
よ
む
｣
(原
書
房
'

一
九
九
七

年
)
は
､
殿
中
に
お
け
る
儀
礼
に
つ
い
て
詳
細
に
解
説
し
て
い
る
｡

一
方
､
官
位
に
つ
い
て
は
'
於
平
秀
治

｢大
名
家
格
制
に
つ
い

て
の
問
題
点
｣
(r徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要
]
昭
和
四
八
年

度
､

一
九
七
四
年
)
'
宮
沢
誠

一
｢幕
津
別
武
家
官
位
の
成
立
｣

(r史
観
｣

]
〇
一
､

1
九
七
九
年
)
'･堀
新

｢近
世
武
家
官
位
の

成
立
と
展
開
-
大
名
官
位
を
中
心
に
-

(山
本
博
文
編

r新
し
い

近
世
史
l

一
'
国
家
と
秩
序
'
新
人
物
往
来
社
､

一
九
九
六
年
)
'

橋
本
政
宣
編

r近
世
武
家
官
位
の
研
究
｣
(前
掲
)
･所
収
の
論
考

な
ど
が
あ
る
｡

ノ
ま
た
､
特
に
大
名
の
視
点
に
立
っ
た
も
の
は
､
大
名
の
官
位
昇

進
運
動
や
格
式
上
昇
の
運
動
に
つ
い
て
の
研
究
が
あ
る
｡
例
え
ば
'

松
平
秀
治

｢仙
台
伊
達
氏
の
官
位
昇
進
運
動

(上
)
(中
)
.(下
)｣

(皇
学
館
大
学
史
料
編
纂
所
報

r史
料
L

d
五
･
1
六

･
一
七
号
､

一
九
七
九
年
､
堀
新

｢岡
山
藩
と
武
家
官
位
-
池
田
綱
政
の
少
将

昇
進
を
め
ぐ
っ
て
-
｣
(r史
観
｣

1
三
三
､
1
九
九
五
年
)
が
あ

る
｡
ま
た
､
先
に
挙
げ
た
､
堀
新

｢近
世
武
家
官
位
の
成
立
と
展

開
｣
は
､
近
世
武
家
官
位
全
般
を
と
ら
え
る
と
と
も
に
'
大
名
の



論
理
で
も
官
位
を
と
ら
え
て
い
る
｡
千
乗

1
大

｢近
世
大
名
の
身

分
と
格
式
‥
盛
岡

･
南
部
家
の
場
合
-
｣
(r日
本
歴
史
｣
五
九
九
､

一
九
九
八
年
)
は
､
格
式
の
上
昇
を

扱
っ
た
も
の
で
あ
る
｡
千
乗

氏
は
､
大
名
の
身
分

･
格
式
を
考
え
る
際
に
は
'
洋
対
洋
の
側
面

も
大
切
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
｡

(10
)
但
し
'
明
暦
三
年

(
1
六
五
七
)
に
伊
予
吉
田
藩
伊
達
家
三
万
石

を
分
知
し
た
た
め
､

一
時
七
万
石
と
な
っ
た
が
'
元
禄
九
年

二

六
九
六
)
に
十
万
石
へ
の
高
直
し
を
許
さ
れ
元
に
復
し
た
｡

(11
)
寛
文
三
年

(
〓
ハ
六
三
)
七
万
石
の
時
代
に

｢何
事
も
国
大
名
衆

並
こ
被
成
来
侯
間
｣
と
し
て
四
品
以
上
十
万
石
以
上
の
大
名
と
同

様
に
'
勧
進
能
の
桟
敷
を
与
え
ら
れ
て
い
る
｡
(｢宗
利
公
御
代
記

録
書
抜
｣
寛
文
三
年
五
月
十
二
日
粂
t
r宇
和
島
津
庁

･
伊
達
家

史
料
七

r記
録
昏
抜

伊
達
家
御
歴
代
事
記
し

一
'
近
代
史
文
庫

宇
和
島
研
究
会
､

一
九
八

一
年
'

一
三
頁
｡)
ま
た

r残
粂
柳
骨

秘
鑑
｣
巻
二
に
は
'
｢代
々
よ
り
准
国
主
与
唱
家
｣
と
さ
れ
て
い

る
｡
(r内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
]
第
五
巻
､
汲
古
沓
院
'

1
九

八

一
年
)
四
二
八
頁
｡

(
1
)
宇
和
島
藩
の
家
格
に
つ
い
て
は
､
r也
鳴
除
親
し
上

･
中

･
下

(伊
達
家
家
記
霜
輯
所
'

]
九

1
四
年
)
t
r寛
政
重
修
諸
家
譜
｣

第
十
二

(続
群
昏
類
従
完
成
会
､

一
九
六
五
年
)
､
宇
和
島
津
庁

伊
達
家
史
料

r記
録
書
抜

伊
達
家
御
歴
代
事
記
｣

一
-
五

(近

近
世
後
期
宇
和
島
藩
伊
達
家
の
家
格
問
題

(倉
持
)

代
史
文
庫
宇
和
島
研
究
会
､

一
九
八

一
-
八
三
年
)
な
ど
を
参
考

にし
た｡

(13
)
徳
川
拳
明
会
箱

r徳
川
礼
典
録
]
上

(原
昏
房
､

1
九
八
二
年
)

三
三
五
頁
｡
棟
本
政
宣

｢近
世
武
家
の
官
位
｣
(前
掲
)
二
一
頁
｡

(1
)
官
位
は
位
階

(従

1
位
な
ど
)
と
官
職

(太
政
大
臣
な
ど
)
か
ら

な
り
､
近
世
武
家
官
位
の
序
列
は
､

太
政
大
臣
-
左
大
臣
-
右
大
臣
-

内大
臣
-
大
鍋

首-中納言-

宰
相

(参
議
)
-
中

将-少将-侍従-
四
品
-

諸大
夫(従五

位
下
)

と
な

っ
て
い
た
.
(堀
新

｢大
名
の
官
位
と

r家
政
J
r国
政
J
I

武
家
官
位
の
在
地
効
果
説
を
め
ぐ
っ
て
-
｣
(岡
山
藩
研
究
会
楯

r藩
世
界
の
忠
誠
と
関
係
】
岩
田
沓
院
､
二
〇
〇
〇
年
)

一
九
四

頁
｡

(1
)
明
和
八
年

(
1
七
七

1
)
に
緩
和
規
定
が
作
ら
れ
た
.
こ
の
規
定

は
'
家
々
の
先
例
を
重
視
し
て
､
御
定
番
の
年
数
に
重
ら
な
-
て

も
昇
進
を
許
す
も
の
で
あ
っ
た
が
､
宇
和
島
五
代
洋
主
伊
適
材
侯

の
天
明
六
年

二

七
八
六
)
少
将
昇
進
は
先
例
の
な
い
も
の
で
あ

っ
た
｡

(16
)
笠
谷
和
比
古

｢
｢国
持
大
名
｣
論
考
｣
(前
掲
)｡
四
六
八
～
四
六

九
貢
｡
ま
た
'
国
持
大
名
は
､
近
世
中
期
以
降

｢固
持
十
八
家
｣

と
い
う
風
に
唱
え
ら
れ
､
前
田

(加
賀

･
能
登

･
趨
中

]
〇
二
･

一
五
一



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
二
号

(二
〇
〇
一
年
)

二
万
石
)'
島
津

(薩
摩

･
大
隅
･
日
向
七
二
･
八
万
石
)
'
伊
達

(陸
奥
仙
台
六
二
･
五
万
石
)
､
細
川

(肥
後
五
四
万
石
)
'
黒
田

(筑
前
五
二
万
石
)
'
浅
野

(安
芸
四
二
二
ハ
万
石
)
'
毛
利

(長

門
･
周
防
三
六
･
九
万
石
)
､
鍋
鴨

(肥
前
三
五
･
七
万
石
)
'
藤

堂

(伊
賀

･
伊
勢
三
二
･
四
万
石
)
､
鳥
取
池
田

(因
幡

･
伯
者

三
二
･
五
万
石
)
'
岡
山
池
田

(備
前
三
一
･
五
万
石
)
蜂
須
賀

(阿
波
二
五
･
七
万
石
)､
有
馬

(筑
後
久
留
米
二
一
万
石
)
'
佐

竹

(出
羽
秋
田
二
〇
･
五
万
石
)､
山
内

(土
佐
二
四
万
石
)'
上

杉

(出
羽
米
沢
1
五
万
石
)
お
よ
び
徳
川
]
門
大
名
で
あ
る
福
井

懲
平

(越
前
四
四
･
七
万
石
)
'
於
江
松
平

(出
雲

一
八
･
六
万

石
)
の
一
八
大
名
を
指
す
も
の
と
さ
れ
'
こ
れ
に
､
宗

(対
馬

一

〇
万
石
格
)
を
加
え
る
の
を
常
と
し
て
い
る
｡
さ
ら
に
ハ

文
化
五

年

二

八
〇
八
)
以
降
は
同
年
に
二
〇
万
石
に
高
直
し
し

た
南
部

(陸
奥
盛
岡
二
〇
万
石
)
を
そ
の
列
に
加
え
る
t
と
さ
れ
て
い
る

(同
論
文
四
四
六
頁
)｡
こ
れ
に
対
し
､
宗
家
に
つ
い
て
は
､
橋
本

政
宣
氏
は

｢寛
保
三
年
御
定
｣
の
記
載
か
ら
､
国
持
大
名
で
は
な

い
と
断
定
さ
れ
て
い
る
｡
(｢近
世
の
武
家
官
位
｣
(前
掲
)
註
19
､

五
三
頁
)
｡
国
持
大
名
格
に
つ
い
て
は
､
笠
谷

･
橋
本
両
氏
と
も

宇
和
島
伊
達

･
丹
羽

(陸
奥
二
本
松

一
〇
万
石
)

･
立
花

(筑
後

柳
川
一
〇
･
九
万
石
)
の
三
大
名
と
さ
れ
て
い
る
｡

(17
)
笠
谷
和
比
古

｢
r国
持
大
名
｣
論
考
｣
(前
掲
)
四
四
八
頁
｡

一
五
二

(18
)
五
代
村
侯
は
六
一
歳

(侍
従
よ
り
三
四
年
後
の
天
明
六
年

(
一
七

八
六
))
､
六
代
村
寿
は
五
七
歳

(侍
従
よ
り
二
六
年
後
の
文
政
三

年

二

八
二
〇
))､
七
代
宗
紀
は
四
六
歳

L(侍
従
よ
り
十
四
年
後

の
天
保
九
年

(
一
八
三
八
))
の
時
に
'
そ
れ
ぞ
れ
少
将
に
昇
進

し
た
｡
八
代
宗
城
は
安
政
の
大
獄
に
よ
り
隠
居
し
た
た
め
'
隠
居

後
少
将
昇
進
｡
九
代
宗
徒
は
少
将
昇
進
前
に
明
治
維
新
を
迎
え
た
｡

少
将
昇
進
の
年
齢
も
次
第
に
若
く
な
っ
て
小
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
o

(19
)
r柳
骨
秘
鑑
脱
漏
｣
巻

一
｢准
国
主
｣
(r内
閣
文
庫
史
料
叢
刊
｣

第
六
巻
'
汲
古
書
院
'
一
九
八
】
年
)
五
六
六
～
五
六
九
頁
｡

(20
)
松
尾
美
恵
子

｢大
名
の
殿
席
と
家
格
｣
(前
掲
)
三
二
二
頁
｡

(2
)
宇
和
島
伊
達
家
文
書

r諸
家
官
位
昇
進
之
次
第
香
し
(伊
達
文
化

保
存
会
所
蔵
)
に
は

｢御
四
代
之
勤
功
こ
依
テ
任
之
格
別
欺
｣
と

あ
る
｡

(22
)松
平
秀
治

｢大
名
家
格
制
に
つ
い
て
の
問
題
点
｣
(前
掲
)
二
五

〇
頁
｡

(S3)
前
掲
註

(18
)
虜
照
｡

(2
)
｢欽
仰
家
評
｣
(文
化
四
年
岡
野
中
立
謹
輯
)
(r鶴
鳴
静
銀
j
中
巻
'

村
侯
公
御
事
鏡
､
伊
達
家
家
記
編
輯
所
､
1
九

1
四
年
)
二
十
五

-
二
十
六
粟
｡

(25
)
深
井
雅
海

｢図
解
江
戸
城
を
よ
む
】
(原
書
房
'

一
九
九
七
年
)

四
四
～
四
八
頁

｢表
向

10
将
軍
の
言
葉
あ
れ
こ
れ
｣
に
行
事
の



際
に
将
軍
が
大
名
に
か
け
た
言
乗
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
｡
そ
れ
に

よ
る
と
'
固
持
大
名
の
就
封

(御
暇
)

･
参
勤
の
儀
式
は
江
戸
城

黒
番
院
あ
る
い
は
自
書
院
の
下
段
で
お
こ
な
わ
れ
'
就
封
の
時
に

は

｢寛
々
休
息
す
る
様
ニ
｣
､
参
勤
の
時
に
は

｢息
災
そ
ふ
二
見

へ
て
一
段
な
｣
な
ど
と
声
を
か
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
｡
そ
の
他
､

大
名
へ
の
上
意
と
し
て
家
督
相
続
の
際
の
上
意
も
載
せ
ら
れ
て
い

る
o
ま
た
､
こ
こ
で
扱
う

｢御
直
前

1
件
｣
で
は
'
安
永
七
年

(
1
七
七
八
)
に
'
毛
利
重
就
が
日
光
か
ら
帰
府
の
御
礼
の
時
に

も
御
直
話
を
行
い
'
不
時
の
御
礼
の
際
に
御
直
調
を
行
っ
た
放
初

の
例
と
し
て
い
る
｡
(註
26
の
史
料
参
照
)

こ
の
他
'
将
軍
へ
の
拝
謁
に
関
し
て
は
'
二
木
謙

1
｢江
戸
幕

府
将
軍
拝
謁
儀
礼
と
大
名
の
格
式
｣
(前
掲
)'
大
友

一
雄

｢近
世

武
家
社
会
の
年
中
儀
礼
と
人
生
儀
礼
-
は
じ
め
て
の
御
目
見
に
注

目
し
て
1
｣
(r日
本
歴
史
｣
六
三
〇
号
､
二
〇
〇
〇
年
)
な
ど
の

研
究
が

あ
る
が
'
御
直
話
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
｡

(26
)
以
下
の

｢御
直
講

一
件
｣
に
関
す
る
史
料
の
引
用
は
'
特
に
証
に

あ
げ
な
い
限
り
､
宇
和
島
伊
達
家
文
昏

｢安
永
六
年
丁
酉
年
よ
り

同
七
戊
成
迄

御
直
話

一
件
｣
(｢四
品
御
直
話

一
億
J
､
宇
和
島

伊
達
文
化
保
存
会
所
蔵
'
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
｡
F
7
8
0
7
-
5
-
7
-
5
)
よ
り
の
も
の
で
あ
る
.

な
お
引
用
に
際
し
て
､
平
出
の
部
分
は
二
文
字
の
欠
字
と
し
て
表

近
世
後
期
宇
和
島
藩
伊
達
家
の
家
格
問
題

(倉
持
)

記
し
た
｡
(以
下
同
)｡

(2
)
提
出
は
さ
れ
な
か
っ
た
が
､
こ
の
名
前
杏
に
は
､
の
ち
に
御
直
調

を
許
可
さ
れ
た
家
の
内
'
浅
野
家
は
加
わ
ら
な
か
っ
た
｡
浅
野
は

本
文
伺
い
に
は
同
意
で
あ
る
が
'
少
々
調
べ
る
こ
と
が
あ
る
と
し

て
一
同
に
加
わ
る
こ
と
は
断
っ
た
｡

(2
)
宇
和
島
伊
達
家
文
雷

｢細
川
越
中
守
よ
り
中
越
御
直
訴
之
宙
記
昏

抜
｣
(r四
品
御
直
前
1
樵
J
､
前
掲
)
(F
7
.8
0
7
-
5
-
7
I

4
)
に
も
記
載
あ
り
｡
な
お
､
伺
番
に
漆
え
て
提
出
さ
れ
よ
う
と

し
た
名
前
番
に
記
載
さ
れ
た
大
名
が
す
べ
て
許
可
さ
れ
'
何
び
拙

出
の
際
に
態
度
を
保
留
し
た
浅
野
家
も
合
わ
せ
て
許
可
さ
れ
て
い

る
｡

(
29
)
｢
重
キ
上
意
｣
と
は
註

(25
)
に
あ
げ
た
よ
う
な
上
意
で
あ
り
'

た
だ

｢失
心
へ
｣
と
の
上
意
の
と
き
は
'
直
訴
は
し
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
｡
(註

(3
)
史
料
所
収

｢手
留
沓
抜
｣)

(30
)
舟
沢
茂
樹

｢越
前
松
平
家
の
官
位
家
格
に
つ
い
て
｣
(r福
井
県
地

域
史
研
究
]
節
四
号
'
1
九
七
四
年
)
二
頁
｡

(3
)
笠
谷
和
比
古

｢
r固
持
大
名
J
論
考
｣
(前
摘
)
四
四
人
頁
｡
松
江

活
栓
平
家
の
初
官
は
従
五
位
下
で
あ
る
が
､
即
日
従
四
位
下
に
昇

進
す
る
｡

(32
)
宇
和
島
伊

達家
文

畜
｢文
政
十
亥

年
御
直

訳
1件
｣

(r四
品

御
直

謂

]
催
し
､

字和
良
伊
達
文

化保
存
会
所

蔵
'
国
文

学
研
究
資
料

一
五
三



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
二
号

(二
〇
〇
一
年
)

飽
史
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
F
7
8
0
7
-
5
-
-
-
6
)
に

ょ
る
と
､
伊
達
宗
紀
嫡
子
時
代
の
文
化
十
1
年

二
八
一
四
)
四

月
廿
二
日
御
暇
･
同
十
二
年
四
月
十
三
日
参
府

･
同
十
四
年
四
月

十
五
日
御
暇
･
同
十
五
年
四
月
十
五
日
参
府
の
節
に
四
品
に
て
御

直
講
を
し
た
と
記
録
が
あ
る
｡
ま
た
､
同
様
に
､
宗
城
も
天
保
六

年

(
一
八
三
五
)
四
月
廿
八
日
に
四
品
に
て
御
暇
の
際
'
御
直
話

を
行
っ
た
と
あ
る
｡

(33
)
｢文
政
十
亥
年
御
直
講

一
件
｣
(前
掲
)

(34
)
宇
和
島
伊
達
家
文
書

｢四
品
御
直
講
留
書
｣
(r四
品
御
直
話

]
催
し
'

宇
和
島
伊
達
文
化
保
存
会
所
蔵
､
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
飽
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
F
7
8
0
7
-
5
-
7
-
1
)｡
｢文
政
十
一
年

二

八
二
八
)
子
十
一
月
記
置
｣
と
あ
り
｡

(35
)
前
掲
註

(34
)
参
照
｡

(36
)
宇
和
島
伊
達
家
文
書

｢文
政
十
亥
年
御
直
読

一
件
｣
(前
掲
)｡
こ

の
史
料
は
'
久
留
米
藩
主
有
馬
頼
徳
が
宇
和
島
藩
主
伊
達
宗
紀
な

ど
と
の
や
り
取
り
を
記
述
し
た
も
の
の
写
し
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
｡

(37
)
前
掲
註

(36
)
参
照
｡

(38
)
笠
谷
和
比
古
氏
は
'
幕
肘
の
重
要
な
儀
式
で
の
作
法

･
待
遇
は
そ

れ
ぞ
れ
の
大
名
が
当
該
社
会
の
中
で
の
評
価
を
見
極
め
る
た
め
の

重
要
な
事
柄
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
｡
(｢武
士
の
身
分
と
格

式
｣
(
r日
本
の
近
世
七

身
分
と
格
式
｣
中
央
公
論
社
'
一
九
九

一
五
四

二
年
)
二
〇
九
貢
｡)
橋
本
政
宣
氏
も
､
幕
府
の
大
名
統
制
に
お

い
て
'
将
軍
へ
の
拝
謁
儀
礼
は
極
め
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
お

り
､
そ
の
場
の
服
装

･
儀
礼
な
ど
に
可
視
的
に
差
異
を
表
現
し
た

の
が
武
家
官
位
で
あ
り
'
そ
の
た
め
に
諸
大
名
の
官
位
願
望
も
強

ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

(｢近
世
の
武
家
官
位
｣
(前
掲
)
四
九
頁
)｡

(39
)
前
掲
註

(13
)
参
照
｡

(
40)
r柳
営
秘
鑑
J
巻

1
(寛
保
三
年

･
1
七
四
三
)
に
も

｢右
准
国

主
之
内
こ
て
も
伊
達
大
勝
大
夫
へ
ハ
部
屋
住
こ
て
被
叙
四
品
'
家
(マ
マ)

菅
の
後
四
五
年
を
経
て
侍
従
に
昇
進
す
'
是
ハ
政
宗
卿
の
締

高

た

る
の
所
謂
欺
｣
と
あ
る
｡
(｢内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
｣
第
五
巻
､

前
掲
)
四
六
貢
｡

(S
)
仙
台
洋
伊
達
家
の
家
格
に
つ
い
て
は
'
徳
州
葬
明
会
編

r徳
川
礼

典
良
]
上

(復
刻
原
書
房
'
1
九
八
二
年
'
原
本
は
1
九
四
〇
年

刊
)'
｢寛
政
重
修
諸
家
譜
｣
第

一
二

(続
郡
書
類
従
完
成
会
､
一

九
六
五
年
)
'
橋
本
博
将

r改
訂
増
補

大
武
鑑
｣
上

･
中
巻

(名
著
刊
行
会
､
一
九
六
五
年
)
な
ど
を
参
考
に
し
た
｡

(42
)
本
家

･
末
家
論
争
で
は
宇
和
島
藩
主
が
屋
形
号
を
用
い
た
こ
と
に

対
し
て
仙
台
洋
主
が
立
腹
し
て
い
る
｡
前
掲
註

(4
)
拙
稿
参
照
｡

(43
)
前
掲
証

(4
)
拙
稿
参
照
｡

(44
)
服
藤
弘
司

r大
名
留
守
居
の
研
究
｣
(創
文
社
､

一
九
八
四
年
)

六
二
七
頁
｡



(tS2)
橋
本
政
宣

｢近
世
の
武
家
官
位
｣
(前
掲
)
四
九
頁
｡
｢四
品
以
上

は
官
位
の
受
領
朋
が
座
次
で
あ
り
､
(中
略
)

一
日
の
先
官
が
上

席
へ
結
び
つ
-
原
則
で
あ
っ
た
｡｣
と
あ
る
｡

(
46

)

宇
和
島
伊
達
家
文
書

｢中
将
少
将
座
着

一
件
l
(宇
和
島
伊
達
文

化
保
存
会
所
蔵
､
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
F
7
8
0
7
-
6
-
8
-
2
).
正
月
付
.
伊
達
村
候
宛
伊
達

重
村
書
状
写
｡
こ
の
史
料
は
､
内
題
に

｢文
政
六
年
写
之
為
萱
冊
｣

と
あ
る
｡

一
件
の
際
に
や
り
取
り
さ
れ
た
蕃
翰

･
絵
図
面
な
ど
を

書
写
し
た
史
料
で
あ
る
｡

(47
)
宇

和
島
伊
達
家
文
昏

r
中
将
少
将
座

着
一件
｣

(前
掲
)

正
月
廿

日

付
｡
伊
達
村
侯

宛伊達
重
村
昏
状

写
｡

(48
)
｢有
徳
院
殿
御
賓
紀

附録
｣
巻
五

(
r
新
訂
増
補
国
史
大
系

･
徳
川

美
紀
]
第
九
垢
'
吉
川
弘
文
館
'

1
九
六
六
年
)

1
八
1
貢
｡
元

文
元
年

二

七
三
六
)
の
逸
事
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
｡

(4
)
宇
和
島
伊
達
家
文
書

r中
将
少
将
座
着

1
件
J
(前
掲
)
正
月
廿

日
付
｡
伊
達
村
侯
宛
伊
達
玉
村
香
状
別
紙
写
｢年
始
之
席
之
香
取
｣｡

(50
)
宇
和
島
伊
達
家
文
昏

r中
将
少
将
座
着

一
件
｣
(前
掲
)
正
月
付
｡

伊
達
重
村
宛
伊
達
村
侯
書
状
写
｡

(5
)
宇
和
島
伊
達
家
文
書

r中
将
少
将
座
着

一
件
｣
(前
掲
)｡
三
月
二

日
付
｡
探
滞
新
五

(宇
和
島
津
家
臣
)
が
龍
神
主
税
と
面
談
し
た

際
の
覚
書
｡
な
お
'
仙
台
井
伊
達
家
と
浅
野
家
と
の
関
係
に
つ
い

近
世
後
期
宇
和
島
藩
伊
達
家
の
家
格
開
窺

(倉
持
)

て
は
'
松
方
冬
子

｢浅
野
家
と
伊
達
家
の
和
睦
の
試
み
と
そ
の
失

敗
-
正
徳
期
に
お
け
る
近
世
大
名
社
会
の
一
断
面
l

(r日
本
歴

史
]
六

1
七
号
､

t
九
九
九
年
)
参
照
｡

(52
)
宇
和
島
伊
達
家
文
香

r中
将
少
将
座
着

一
件
l
(前
掲
)｡
三
月
二

日
付
｡
深
揮
新
玉
が
龍
神
主
税
と
面
談
し
た
際
の
覚
書
｡

(5
)
宇
和
島
伊
達
家
文
昏

r中
将
少
将
座
宕

1
件
j
(前
掲
)｡
三
月
朔

日
付
｡
探
浮
新
五
が
龍
神
主
税
宅
を
訪
問
し
た
際
の
党
替
｡

(別
)
前
掲
証

(5
)
参
照
｡

(55
)
宇
和
島
伊
達
家
文
書

r中
将
少
将
座
着

一
件
】
(前
掲
)
｢亥

(寛

政
三
)
年
従
藍
州
申
来
口
上
絵
図
共
｣
｡

(56
)
笠
谷
和
比
古

｢武
士
の
身
分
と
格
式
｣
(前
掲
)
二
〇
八
頁
｡
校

本
政
宣

｢近
世
の
武
家
官
位
｣
(前
掲
)
四
九
頁
｡

(5
)
松
平
秀
治

｢大
名
家
格
制
に
つ
い
て
の
間
視
点
｣
(前
掲
)
二
四

九
-
二
五
二
頁
｡

(58
)
前
掲
証

(4
)
北
端
参
照
｡

(59
)
菅
田
昌
彦

｢西
南
雄
藩
と
中
央
政
局
｣
(前
掲
)
二
五
六
頁
｡

(00
)
r愛
娘
県
史
｣
近
世
下

(前
掲
)
七
六
八
～
七
六
九
頁
｡

【付
記
】
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
'
指
導
故
按
で
あ
る
田
代
和
生
先

生

･
史
料
飴
の
鈴
江
英

一
先
生
に
ご
指
導

･
ご
意
見
を
い
た
だ
い

た
｡
ま
た
､
史
料
の
閲
覧
に
際
し
て
､
原
武
者
で
あ
る
財
団
法
人

一
五
五



史
料
館
研
究
紀
要

第
三
二
号

(二
〇
〇
l
年
)

宇
和
島
伊
達
文
化
保
存
会
の
上
田
豊
朗
所
長

･
二
宮
信
彦
氏
他
の

方
々
､
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
所
蔵
す
る
国
文
学
研
究
資
料
館
史

料
飴
の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
た
｡
末
筆
な
が
ら
探
-
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
｡




